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「叢ら最も書き善より智恵ある言葉を探し求めよ。
まさ

また正に研究と信仰とによりて学問を求むべしJ
(教義と聖 約88：118)
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もの です。 み た まの働 きを経験 した 人々

に とって， そ の よ うに して得 られた知 識

は， 五感 を通 して得 られ た もの と同様確

かな もの なの で す。 私 は この こと を証 し

たい と思 い ます。 また教 会 員 の ほ とん ど

の方 々 が， 同様 に証 で きる もの と確 信 し

てい ます。 また絶 え ず心 を みた 蒸の波 長

に合 わせ て いた だ きた い と思 います。 そ

の よう にす る ときに，私 た ちの生 活 は豊

か にな り， 永遠 の父 な る神 に親 しみ を感

じる ので す。 そ して ほか の いか な る方 法

で も得 られな い喜 び を味 わ う ことが で き

るで しよう。

世 の人 を惑 わ す ような議 論 の わな に1

か か らな いで くだ さい。・その よう な もの

は， ほ とん どが否 定的 な もの で，好 まし

くな い結 果 を生 む こ とが 多 いの です。 こ

れか ら先 も， 明 るい面 を見て語 り， 自信

ある態 度 を養 い なが ら信仰 を もって共 に

歩 ん で い こうで はあ りませ んか。 その よ

う にす る とき に， 強 さが 強 さ を生 ん で い

くの です。

救 い主 が群衆 の中 を歩 いて お られ た と

き，長 い間病気 に苦 しん で いた ひ と りの

女 が主 の衣 に触 れ ました。 その と き主 は，

ご 自分 の 中か ら力 が抜 けて い くの を感 じ

られ ま した。 そ して主 の もの で あ ったそ

の力 が彼女 を強 めた ので す。 これ は私 た

ち に も言 え るこ とで す。

主 はペ テ ロに言 われ ま した。

「シモ ン
，シモ ン，見 よ，サ タ ンは あな

たが た を麦 の よ う にふ るい にか け るこ と

を願 って許 され た。 しか し， わ た しは あ

なた の信仰 が な くな らない よう に， あ な

たの ため に祈 っ た。 それ で， あ なた が立

ち直 っ た ときに は，兄 弟 た ちを力 づ けて

や りな さい。」(ル カ22：31-32)

今 日，非 常 に顕 著 に なっ てい る否定 的

気 運 に乗 じる ことの な い よう，気 をつ け

た い もの で す。私 たち には頼 れ る すば ら

しい もの， 立 派 な もの， 美 しい ものが た

く さん与 え られ て い ます。私 た ち には イ

エ ス ・キ リス トの福音 が与 え られ てい る

ので す。福 音 は 「良 きお とずれ 」 です。

主 の メ ッセ ー ジは，希 望 と救 いの メ ッセ

ー ジで す
。 また主 のみ声 は， 良 きこ とを
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伝 え知 らせ る声 で す。主 のみ業 は，輝 か

しい完成 され たみ業 で す。

主 は， 愛 す る者 た ちが悩 み沈 んで い る

とき に この よう に言 わ れ ま した。「あな た

が た は心 を騒 が せ る な， ま た お じ け る

な。」(ヨ ハ ネ14：27)

これ らの確 信 あ る言葉 は， 私 た ちの指

針 と なる もの です。 主 こ そ， 私 た ちが信

頼 を置 くこ とので き るお方 です。 なぜな

ら， 主 ご 自身 と主 の約 束 は決 して滅 び る

ことが な いか らで す。

(これ は，1983年6月 のBYUハ ワ イキ
じ

ヤンパ ズ卒 業 式 に おけ る ヒン ク レー副管

長 の式辞 を もとに した もの です)

ホ ーム テ ィーチ ャー外 の提案

強 調点 ：ホーム テ ィー チ ングの と きに，

以 下 の点 を話 し合 う と良 いで し ょう。

1。 私 た ちは この世 の知 識 だけ でな く，

霊 的 な真理 を絶 えず求 めて いか なけ

れ ばな らな い。

2。 真 理 を求 め る場合 には，善 を，美 を，

そ して建 設的 な事 柄 を求 め で いく よ

う にす る。

3.批 判 家 た ちは， 過去 の 人々 の 品位 を

落 とし，さ げす もう とする。私 たちは，

そ の時代 時代 に偉 大 な働 きを して く

れ た人 々の欠 点 や弱 点 よ りも彼 らの

長所 に 目を向 ける よ うにす る。

4.多 くの人 々 が，将 来 に対 して不 安 を

抱 いて い る。 決 して あき らめ るこ と

をせ ず， 将来 を憂慮 す る人 々 によ っ

て 自分 の可能 性 が危機 に さ らされ る

ことの な いよ うに す る。

5.理 性 に力 が あ る とい うこ とは信 ず る

に足 るこ とで ある が，知 識 の源 は理

性 だ けで はな い。 「神 はそ の聖 き『み

た ま』 に よ り， す なわ ち聖霊 の 言 い

尽 し難 き賜 に よ りて… …知識 を汝 ら

に与 えた まわ ん。」(教義 と聖 約121：

26〉

話 し合い を進 め るた め に

1.真 理 を求 め， 建 設 的 な見 方 を する こ

とにつ いて 自分 の意見 を述 べ る。家

族 に も話 して も らう。

2.家 族 で朗読 した り話 し合 った りする

と良 い と思 われ る聖 句 や引用文 が こ

の言己事 の中 にない だ ろうか。

3。 訪問 の前 に家長 と打 ち合 わ せ た方 が

良 い話 し合 いがで き るの で はない だ

ろう か。
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供 た ち はい つで も魅 力的 です。 ふ

た り別 々 の人 間 であ る父親 と母 親

の， 心 と体 ， 情 緒が 混 ざ り合 って ひ とつ

とな った集大 成 だ か らです。 親 の特徴 を

どんな風 に受 け継 いだ か，話 し振 りや し

ぐさ，笑 い方 ，姿 勢， 美 的感覚 な どに も

興 味 を引か れ ます。

そ う した わ けで，私 は系 図 に も興味 を

持 って い ます。 自分 が どれ だ け先 祖 の姿

を伝 えて いるか， 自分 の性 格 や体 の特 徴，

癖 が どのあ た りの先祖 か ら来 て い る もの

か と， 考 える こ とが とき ど きあ ります。

一人 一 人の先祖 に つい て説 明 した詳 しい

記録 が あ って， 自分 と比 べ てみ る こ とが

で きた ら， さ ぞか しお も しろ いで し ょう。

残 念 なが らその よ うな記録 は私 たち に

はあ りませ ん し， 先祖 全体 につ いて私 た

ちの知 って い る とこ ろも はな はだ不完 全

で す。 と ころが意 外 と言 えば意外 ，最 も

信 頼 に足 る系 図情 報 は， 一番 古 い最初 の

両 親 につ いてな ので す。

私 た ち は聖 書 の初 め の記録 を読 む とき

に， 自分 の先祖 の歴 史 を読 んで い るの だ，

この 人 た ち と自分 とは つな が って い るの

だ とい う意識 を持 って いな い こ とが 多 い

ど、思い ます。

イ ラク を先祖 の故郷 と考 え る人 はほ と

ん ど いな いと思 い ます。 しか しイ ラクは，

父祖 アブ ラハ ム が生 まれ育 った土地 です。

シ リアはお おか たの 人 に とって異 国 と し

か思 われ ませ ん が，私 た ちの先 祖 の りベ

カ と ラケル も， そ して ヨセ フ もシ リアで

生 まれ ま した。 ヨ セ フが イ ス ラエル を故

郷 とすれ ば， 妻 の アセ ナ テはエ ジプ ト人

で あ り， しか もエ ジプ トの祭 司 の娘 で し

た。 で すか ら， エ フ ライム と マナセ はエ

ジプ ト人 との混 血で す。 系図 をた どれば，

私 た ちの大半 が地 球 人 と してつ なが り，

世 界 で起 こる出来 事 は どれ も遠 い親類 に

関係 して います。

記録 の ない時代 が あ った ため に， これ

らの昔 の先祖 との間 に隔 た りが生 じて は

い ます が，私 たち は今 も見習 うべ き模範

を彼 らに見 る こ とが で き ます。 自身 の名

前 や息子 の エ フラ イム， マナセ と いった

名前 が祝福 師 の祝 福 に頻繁 に出 て くる ヨ

セ フが， その良 い例 で す。彼 の生 き方 に

な ら えば，私 たち は この世 で市 民 と して

傑 出す るの み な らず，次 の世 で は 日の光

栄 を受 け継 ぐ資格 を有 す る者 の 中 に数 え

られ るで し ょう。

ヤコブとラケルの長子

父ヤコブにとって，ヨセフは古今最高
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の恋 愛 の結 晶 で した。 ヨセ フの よ うに，

母 のた め に14年 間 を捧 げて働 い た父 を持

つ 人は まれ で し ょう。 ヤ コブの ラ ケル に

寄 せ る愛 は大 き く，最 初 の7年 が 「彼女

を愛 した ので， た だ数 日の よう に思 わ れ

た」(創 世29：20)と モ ー セは記録 して い

ます。

結婚 後， ラケル は なか なか子 供 に恵 ま

れ ず， そ の こ とで深 く悩 み ま した。 姉 の

レアが6人 の息 子 と ひ と りの娘 を産 んで

か ら， ラケル に長子 ヨセ フが 恵 まれ ます。

3番 目の妻 ビル ハ と4番 目の妻 ジルパ が

ふた りず つ息子 を産 んだ あ との ヨセ フの

誕 生 で した。

す で にヤ コブ は90歳 に近 く， 祖 父 の ア

ブ ラハム にサ ラが ヤ コブ の父 で あ るイ サ

ク を産 ん だ年 頃 にな って い ま した。 ヤ コ

ブ とラ ケル は， 久 しく待 った子供 で した

か ら， この ヨセ フ を特 にか わ いが りまし

た。 ところが ヨセ フ誕 生 のわ ず か数年 後

に， ラ ケル は異国 で次 男 の ベニ ヤ ミンを

難 産 し， 死 んで しまい ま した。 ヤ コブ は

17年 して ヨセ フを エ ジプ トに奴隷 と して

取 られう 亡 き もの とあ き らめ ま したが，

四半世 紀近 い歳 月の後 に，成 人 してエ ジ

プ トの パ ロに次 ぐ位 にの ぼっ た ヨセフ と

再会 しま した。 そ れか ら30年 後 に， ヤ コ

ブは死 ん で故 郷 の土 に葬 られ ま した。

ヨセフ が若 き 日の17年 間を どれ ほ ど懐

か しんで いた か は興 味 あ る とこ ろです。

誕 生 の地 であ るハ ラ ン につ いて はあ ま り

覚 えて いな か ったで しょう。 ヨセ フが生

まれ て じき に， ヤ コブ は家族 とも ども故

郷 へ， す な わち今 は彼 の名 を取 って呼 ば

れて い るイ ス ラエ ル の地 へ帰 って いるか

らで す。 それ よ りも， 父親 と祖 父 で あ る

ラバ ンの緊迫 した別離 の光 景 や， ある い

は，叔 父 エ サ ウの怒 りか ら身 を隠 して以

来20年 振 りの再会 に際 して不安 で いた父

ヤ コブ につ い て， ヨセ フは何 を見 いだ し

た ので しょう。

こう した出来事 が起 こった頃 は まだ幼

か った で し ょうか ら， ヨセ フ の記 憶 に残

った こ とはそ う多 くはな か った と思 い ま

す。 しか し注 目す べ き ことは， 両親 に と

って は， これ らの様 々 な出 来事 の うちで

ヨセ フの存 在 が大 きか った とい う ことで

す。主 に愛 され た この青 年 は， こ とに母

の死後 ，父 か らこ よな く愛 され ま した。
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モ ー セ と の 血 縁 関 係

2世 紀後 に生 きた モ㌣ セ に とって， ヨ

セ フは また別 の形 で心 を捕 ら える人物 で

あ った こ とで しょ う。 モ ー セ は， 自分 と

血 の つ なが った名 高 い こ・の人 の性 格 に関

心 を覚 えた に違 い あ りませ ん。 イ ス ラエ

ルの 民 が ヨセ フの ひつ ぎ を携 えな が ら荒

野 を40年 さ まよ った間， ヨセ フは どん な

人 であ ろ うか と考 えた は ずで す。 自分 が

イ ス ラエル の民 をエ ジプ トか ら導 き出 す

一方 で
， エ ジプ トヘ導 き入 れ て イ スラエ

ル の民 を救 った この人 にっい て， モ ーセ

は何 を思 っ たで し ょう。 どち らも国 で は

主要 な地位 にあ りま した。 ど ち らも兄 弟

臣
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●エジブトのヨセフ ◎ブロビデンス ・リソグラフ社

しいた

か ら虐 げ ら れ て い ます。 ふ た り とも手

腕 家 で あ り，主 か ら豊 か に祝 福 され ま

した。

モー セ は ヨセ フの と とを どこで知 った

の で し ょう。五 書 を記 した とき に， ヨセ

フの こ とを どれ だけ知 って いたで しょ う

か。その 記録 の一 部 が後 に別 の ヨセ フ(ジ

ョセ フ)に 与 え られ た ときの よ うに， 啓

示 の形 で教 わ った の で し ょうか。 それ と

も， 何年 も前 に ヨセ フ 自身が残 した記録

で も読 ん だの で し ょうか。

モー セの 関心 を特 に引 いた の は， 今 は

ジ ョセ フ ・ス ミス』訳の創 世記 の母 後 の章

に あ る， ヨセ フの予 言 で あ った に違 いあ

罎

繋



竜

りませ ん。 この言葉 を初 めて読 んだ と き，

モ ー セは ど う感 じた こ とで し ょう。「わた

しは， わ た しの民 をエ ジプ トの地 か ら救

いだす た めに， ひ と りの聖 見者 を起 こす

で あ ろう。彼 はモ ーセ と呼 ば れ る。 この

名 に よ り，彼 は 自分 が あ なた の血統 で あ

るこ とを知 る であ ろ う。 彼 は王 の娘 に養

わ れ，その子 と呼 ばれ るか らで あ る。」(ジ

ョセ フ ・ス ミス訳創世50：29)

ヨセ フ はさ らに， モ ー セが手 に杖 を持

ち， 紅海 の水 を打 って， イス ラエ ルの 民

を解放 に導 くで あ ろ う と予言 し ま した。

モ ーセ の兄 ア ロ ンが 主 の代弁 者 とな って，

神 の律 法 をイ スラ エル に伝 え る こと にな

ります。 こう した予 言 を， モ ーセ は予言

が成就 す る前 に読 んだ か，後 で読 んだ か

興 味 あ る とこ ろです 。 も し前 であ った な

ら， その後 の行 動 に影 響 は受 けた ので し

ょうか。

モ ー セに教 えられ た事柄 の 中に は， ひ

とつ の支 族 が イス ラエル か ら別 れ た後 に

その子 孫 に よ って書 かれ る記録 につ い て

の ヨセ フの予 言が含 まれ て い ま した。 そ

の予言 は， 宋 日の イ ス ラエル の 中か ら選

ばれ る聖 見者， 父 の名 を取 って名 づ け ら

れ るも うひ と りの ヨセ フ(ジ ョセ フ)に

つい て語 って い ま した。 その予 言 は， 別

の ヨセ フ， す なわ ち ジ ョセ フ ・ス ミス に

よ って翻 訳 された， ヨセ フの末 の記録 で

ある モル モ ン経 に も載 って い ます 。(II二
いにしえ

一 フ ァイ3章 を参照)古 の ヨセ フ に寄 せ

る二 一フ ァイ人の 関心 は ヨセ フの予 言 に

関 す る リーハ イの 言葉 によ く表 われ て い

ます。「お よそ予 言 の 中で ヨセフ の誌 した

予 言 に勝 る もの は少 い。 ヨセ フ は私 た ち

とこれ か ら先 の子 々孫 々 につ いて予 言 を
しんちゆうばん

した。その予 言 は真 鍮 版 に刻 んで あ る。」

(II二 一 フ ァイ4：2)

これ で わか る通 り， レーバ ンの真 鍮版

には ヨセ ブの民 の記 録 が載 って い ます。

リーハ イ か らさか のぼ って ヨセ フに至 る

先祖 の記 録 で す。 そ こに は， ヨセ フ の子

孫 で あ りなが ら聖 書 には載 って いな いゼ

ニ フ やゼ ノク とい っ た予 言者 た ちに つい

て も書 かれ て い ます。彼 ら も， ほ か には

な い ヨセ フに っい ての記 事 を残 して い ま

す。 例 を とれ ば， モ ロナ イが， ヨセ フは

野 の け もの に食 われ た と言 って，兄 たち

が ヤ コブ に持 ち返 っ た ヨセフ の上衣 の こ

とに触 れて い ます。
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ヤ コブ は その上衣 の切 れ端 を， 息子 の

形見 と して保 存 しま した。 や がて死 期 が

近 づ く と， ヤ コブ は半世 紀以 上 も しまっ

て お いた その上衣 の切 れ端 を見 つ め， ヨ

セ フの子 孫 の一部 は， 衣 の しっか りと保

存 され て いる部分 の よう に取 ってお かれ，

ヨセ フの子 孫 の その ほか の者 は衣 の あ と

の部 分 の よう に主 の み まえ に失 われ るだ

ろ うと予 言 した ので す。(アル マ46：24-

27参 照)

聖 書 学 者 の 興 味 の 的

聖 書 学者 も ヨセフ と彼 をめ ぐ る話 に大

きな関 心 を抱 いて い ます。 来 るべ き出 来

事 ， と りわ け救 い主 の生涯 に関係 す る出

来事 を予言 的 に暗 示 す る， いわ ゆる原 型

なる もの を研究 して い る学 者 た ちに と っ

ては， なお さ らです。聖 書 の歴 史 を原 型

風 に見 る好 例 が， イ シ マエル とイサ クの

誕 生 をモ ー セの律 法 と キ リス トの律 法 に

た とえ たパ ウ ロの場 合 で す。(ガ ラ テヤ

4：22-31参 照)大 筋 で， ヨセ フの一 生

の説 明 に救 い主 の生涯 が よ く投 影 されて

い ます。
ちようあい

ヨセ フは父 に寵 愛 され た息 子 で，父 か

ら用事 を言 いつ か り， 自分 を敵 視 して い

る兄弟 たち の所 へ遣 わ され ま した。 ヨ セ

フが 父 に気 に入 られ て， 自分 た ち を教 え

た りす るの をね たん だ兄弟 たち は， ヨセ

フの言 う こと に反 抗 し，虐 待 して，彼 を

亡 き ものに しよう とつ いに は命 を「取 る」

ので す。 穴 に投 げ込 まれ る と ころか らエ

ジプ トの獄 に捕 らわ れ る までの次 の局 面

は， キ リス トが地 獄 の穴 に下 る こ とと，

霊 の獄 に行 くそ の使命 とに比較 で きるか

もしれ ませ ん。

結局 ヨセ フ は獄 屋 か ら出 され， 王 に次

ぐ第2の 地 位 を得 ます。兄 弟 た ち に奪 わ

れ た(体 の象徴 であ る)着 物 は豪 華 な衣

装 に変 わ り， 彼 の前 で は皆 が頭 を下 げ ま
ヤ

す。彼 は高位 に上 って兄弟 たち の救 い手

とな り，許 しを与 え， あた か も命 の パ ン

を与 え る よう に彼 らを養 い ます。

ヨセ フ と兄 弟 た ちを テー マ に，4巻 も

の本 を書 い た.トー マス ・マ ンの よ うな文

学 者 た ち に限 らず，聖 書学 者 た ちが ヨセ

フ に引 き付 け られ るわ けは よ くわか りま

す。 しか し私 は， 子孫 であ る私 た ち こそ，

ヨセフ に深 い関心 を寄 せ て しか るべ きだ

と思 うので す。彼 は歴 史上 ， 宗教 上 の偉

穿 融 、 峨`… ■
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●兄 た ち に名 乗 りを 上 げ る ヨセ フ

◎ブロビデンス ・リソグラフ社

兄弟たちと再会 したときの

ヨセフには，キリストのよ

うな愛があふれていた。ヨ

セフはうれしさのあまりこ

ぼれ落ちる涙をこらえるこ

とができなかった。

、§㌧

人 で あ るばか りか，生 き方 にお いて，私

たち の模 範 と もな ります。

キ リス ト に つ い て の 知 識

ヨセフ の模 範 に従 って彼 の持 つ特 性 を

身 につ け たな ら，生 活 は よ り豊 か に， よ

り充 実 した ものに な るで し ょう。彼 は私

た ち に， 救 い主 を知 るに至 る道 を示 して

い ます。 その意味 で，先 祖 ヨ セフ(あ る

い は先祖 の義 人 の だれ か)に つ いて学 、ζぐ

こ とは， 成長 して主 に近 づ く訓練 にな る

ので す。 故 ブル ー ス ・R・マ ッコンキ ー長

老 は， 永遠 の生命 を得 るに は主 を知 らな

けれ ば な らな いこ とに言 及 しつ っ， 究極

的 に私 た ちが どれほ ど主 に近 くな らなけ

れば いけ な いか を語 って い ます。彼 は総

大 会 の話 の中 で，次 の よ うに言 い ま した。

「私 た ちに永遠 の救 い を得 させ る
， そう

した完全 な意味 にお いて神 を知 る という

9



こ とは，神 の知 っ てお られ る こ とを知 り，

神 の喜 ばれ る こ とを喜 び，神 の経 験 され

る こと を経験 す るこ とで ある。新 約聖 書

の言葉 で言 え ば， 私 た ち は『神 に似 た者』

とな らな けれ ばな らな い。」(「大 会報 告 」

1966年4月)

使徒 ペ テ ロは， キ リス トを知 るに は ど

の ような特 性 を身 に つけ た らよ いか とい

う ことに つい て語 っ た中で， 次 の よ うに

言 ってい ます。

「力 の限 りを尽 く して
，あな たが たの信

仰 に徳 を加 え， 徳 に知識 を，

知 識 に節 制 を，節 制 に忍耐 を，忍 耐 に

信心 を，

信 心 に兄 弟愛 を， 兄弟 愛 に愛 を加 えな

さい。」

そ して ペ テロ はこ う続 けて い ます。

「これ らの ものが あ なた がた に備 わ って
，

い よい よ豊 か にな る な らば， わ た したち

の主 イエ ス ・キ リス トを知 る知 識 に つい

て， あな たが た は， 怠 る者 ，実 を結 ばな

い者 とな る こ とはな いで あ ろう。」(IIペ

テ ロ1：5-8)

主 の方法 と主 の約 束 に信 頼 を寄 せ る こ

とを含 め た神 へ の信 仰 が 第1歩 です。神

の示 され た道 に従 うに は， 勇気 が， ペテ

ロ の言 う徳 が， そ して理 解 が必 要 で す。

さ らに， 自分 の心 を神 の み こ ころに従 わ

せ る節制， つ ま り自制 心 が必要 です。 ま

た， キ リス ト教 徒 と して の努 力 の成果 を

見 る まで には， 忍 耐 が要求 され ます。 主

の道 を理解 して神 に近 くあ ろ うと努 め る

信心 が要求 され るの です。 そ して最 後 に，

兄弟 愛 を深 め， その気 持 ち を愛 に まで，

つ ま りキ リス トの純粋 な愛 ， キ リス トの

ような愛 ， キ リス トを愛 す る愛 に まで変

えて い くこ とが求 め られ ます。

ヨ セ フ の 信 仰 と 徳 ・

ヨセフ はそ う した特 質 の具 現者 で した。

これ らの性質 は ヨセ フの中 に豊 か に宿 っ

て いま した。 神 へ の信仰 は極 限近 く にま

で試 され てい ます。神 に見捨 て られ た と

感 じて しかる べ き人 が い る とすれ ば， そ

れ は，夢 にあ った神 の お告 げを伝 えた た

め に拒絶 され， 奴隷 に売 られ，神 の戒 め

を守 ろ う としたた め に責 めを受 け， 獄屋

に入 れ られて2年 以 上 も拘禁 され た ヨセ

フで しよ う。

同名 の ジ ョセ フ ・ス ミスも似 た ような
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●父をいたわるヨセフ(ト ビン画)◎ ブロビデンス ・リソグラフ社

エジブトに売られたヨセフがとうに死んだと思っていたヤコ

ブ。族長ヤコブがヨセフと再会したのは四半世紀もたってか

らのことだった。

苦 難 に遭 い，牢 獄 の 中か ら 「お ・神 よ，
なんじ い ず こ おわ

汝 は何 所 に在 し た も うや」(教 義 と聖 約

121：1)と 叫 び ま した。 エ ジプ トの ヨセ

フ も同 じよ うな気 持 ちで あ った に違 いあ

りませ ん が，信 仰 が揺 らいだ こ とを示 す

よ うな記録 は どこに も残 って い ませ ん。

それ ど ころか， ヨセ フは 自分 に起 き る ど

の出 来事 に も神 の み手 を感 じて いま した。

先 に述 べ た， キ リス トを知 る ため に身

につ けるべ き特 質 として ペ テロが 第2に

あげ た徳 は， ポ テパ ルの妻 との事件 で ヨ

セフ が示 した純 潔 に も見 られ ますが， 本

来 もっ と広 い意 味 を持 っ て い ます。 徳

(virtue)の 根 源 で あ るvirはvirile(男



ら しい)と いう言葉 に関連 が あ り， 勇気，

力 とい った語感 もあ るの で す。 「人 の子」

と呼 ばれ た イエ ス に似 て， ヨセ フ の生 き

方 は男 性 と女性 両 方 の注 目を集 め ま した。

彼 にひ かれ たの は ポテ パル の妻 の よ うな

女 性 だ けで はあ りませ ん。 多 くの 人が，

会 う と即座 に ヨセ フの指 導者 と しての素

質 を見抜 き ました。 ポテパ ル は ヨセ フ に

家 を つか さ ど らせ ，持 ち物 をみ な彼 の手

にゆ だね ま した。獄 屋 番 は すべ ての 囚人

をヨ セ フに ゆだね， パ ロは彼 を， 自分 に

次 ぐ第2の 地位 に取 り立 て ま した。

ヨ セ フの 知 識 と忍 耐

ペ テロ は， 「徳 に知 識 を」加 え な さい と

書 いて い ます。神 が弟 子 た ちの 中に求 め

て お られ るの は賢 さで す。 キ リス トは，

「だか ら， へ びの よ う に賢 く， は との よ

うに素 直で あれ 」(マ タ イ10：16)と 言 わ

れ ま した。パ ウロ は，「兄弟 た ちよ。物 の

考 えか たで は， 子供 とな って は いけ な い。

悪事 につ いて は幼 な子 とな るの はよ いが，

考 えか たで は，お とな とな りな さい」(1

コ リン ト14：20)と 言 って います。 盲 目

の信仰 は， キ リス トの弟 子 として は不十

分 です。
おこ

羊飼 いか ら身 を興 して権 勢 を得 た こ と

を考 える と， ヨセ フの蓄積 したで あ ろ う

知 識 や知 恵 が どの よ うな もので あ っ たか

わ か って きます。 彼 は まず， 主 に聞 き従

うこ とか ら知 識 を得 た と考 え られ ます が，

エ ジプ トの支 配層 にあ って， 特 に穀 物 や

エ ジプ ト国土 の管 理 を要 求 され た と い う

ことか ら も， その知識 に注 目す べ きで し

ょう。 ヨセ フ はパ ロの夢 を解 き明 か して

か ら，「それ ゆ えパ ロは今 ，さ とく，か つ

賢 い人 を尋 ね出 してエ ジプ トの 国 を治 め

させ な さい」 と勧 め ま した。 パ ロは それ

に対 して，「あな た の よう にさ と く賢 い者

は ない」(創 世41：33，39)と 答 え て い ま

す。 これ は， パ ロが ヨセ フの霊 的 な力 を

認 め た発 言 と取 れ ます が， ま た， 実 務

面 にお いて もヨセ フの知 恵 が本物 であ る

こ とを証拠 だて て もい ます。

ヨセ フの 自制心 や忍 耐 は， その生 き方

に如実 に表 われ て い ます。 ポ テパル の妻

との事 件 や， 長 い牢獄 生 活 で も主 を一心

に信頼 して いた こ とで それ がわ か ります。
ゆ う し ゆ う

ユ ダヤ人 の歴 史家 ヨセ フ スは，幽 囚 生 活

に つい ての ヨセ フの態 度 を， 興味 深 い言
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葉 で論 評 し ました。 ヨセ フス は， 実 に ピ

ラ トを面 前 に した キ リス トを思 わせ る言

葉 で こう記録 して い ます。「さて，い っさ
ゆだ

い を神 の手 に委 ね て いた ヨセ フ は， 自分

の 身 にふ りか か った この事件 につ いて何

の弁 解 もし なけれ ば，真 相 の暴 露 な ど も

行 わ ずに， ただ お とな しく監禁 され身 の

不 自由 に耐 えて いた。 災禍 の原 因や事 の

真相 を知 っ てい る神 が，彼 を縛 りあ げた

人 び とよ りも力 のあ る こ とをい ずれ は示

され る と確 信 して いたの で あ る。」(フ ラ

ウ ィウ ス ・ヨセ フ ス著 ， 秦剛 平訳 「ユ ダ

ヤ古代 誌 」 第2巻5章1節 ， 山本 書 店発

行 〉

ヨ セ フ の 信 心 と 愛

敬 度 さ， あ る いは信心 も， ヨ セフの 人

とな りを形 作 って い ま した。彼 の祈 りは

何 も記録 され て はい ませ んが， ヨセ フの

話 の全体 か ら， 彼 は主 と近 い人 であ った

と感 じます。 ヨセフ の生活 の一 つ一 つの

事件 に神 のみ手 があ ります。 ポ テパ ルの

妻 の誘 いに対 して は，神 への敵 対行 為 だ

とい う ことで拒 絶 しま した。 エ ジプ トで

兄弟 たち と再 会 した と きは， エ ジプ トに

売 られ た のは彼 らの前 に道 を備 える ため

の主 の方 法 で あ った と言 って， 報復 を心

配 す る兄 弟 た ちの気 持 ち を静 め ま した。

ヨセフ のキ リス トの ような気 質， 特 に

兄弟 愛 や愛 とい う特 性 が よ くわ かる のは，

ヨセ フ と兄 弟 た ちの間柄 を考 え た ときで

す。 ヨセ フは息 子 の マナ セの命 名 に あた

って，「神 がわ た しに すべ ての苦 難 と父 の

家 の すべ ての事 を忘 れ させ られ た」(創世

41：51〉 と，心 の 内 を述 べ て い ます。22

年 も経 って兄 た ち と出 会 った と きの ヨセ

フの衝撃 は どん なだ った で し ょう。 心 に

は どの ような思 いが交錯 した ので しょう

か。 この と き も，兄 たち の気持 ちを確 か

める まで名 乗 リをあ げな か った とこ ろに，

忍耐 心 の強 さが うかが われ ます。兄 弟 た

ちが， ヨセフ を奴隷 に売 った罰 だ と話 し

合 う のを 当の ヨ セフが 聞 いて い る有 様 ほ

ど， 人情 味 の あふ れ る光 景 は な い と思 い

ます。(ヨセフ は通訳 者 を使 って話 を して

いた ので， 話 が理解 で きる とは だれ も気

づ い てい なか っ た)ヨ セ フの応 対 は厳 し

い もので した。 しか し， 神 もや むな く私

たち に厳 しい態 度 で臨 まれ る こ とが たび

たび あ ります。 二度 まで も涙 を こ らえき

れ ず， それ を隠 す た めに部屋 を出 なけ れ

ばな らな か った ヨセ フを見 れ ば，真 か ら

後悔 した人 を赦 す気 持 ちで い っぱ いに な

った，彼 のキ リス トの よ うな深 い愛 を感

じるの で す。

私 は先 祖 ヨセ フを， 多 くの点 で尊敬 し

ます。 その信 仰， 知 識， 克 己，忍 耐， そ

して敬 慶 さ。 しか し， と りわ けすば らし

い と思 うの は， その兄 弟 を思 うや さ しさ

と愛 で す。 それ は彼 が持 つ一番 気 高 い性

質 で， 救 い主 と， また ヨセ フの子 孫 であ

る私 た ち1モも共通 す る特性 です。 それ は，

ク リス チ ャン ら しい立 派 な模範 者 ，世 が

生 ん だ偉 人 のひ と り， キ リス トを真 に知

る ことが どうい う ことで あ るか を全 子孫

に教 えて くれ た この先祖 の子孫 と して，

私 た ちが見 習 うべ き特 質 なの です。

*ア ーサ ー ・R・バ セ ッ ト ：ブ リガム ・ヤ

ング大学 人文 学 部準教 授 。 オ レム ・ユ タ

ステー キ部 オ レム 第3ワ ー ド部福 音 の教

義 ク ラス教 師

話 し合 い ま しょ う

「卓 越 した模 範 者 ヨセ フ」を読 ん だあ と

で，次 の事 柄 につ いて考 え てみ ま し ょう。

ま た， 家族 全体 で，福 音 の勉 強 をす る と

き に話 し合 って み た らど うで しょ うか。

1.「 ヨセ フの一 生 の説 明 に，救 い主 の

生涯 が よ く投影 され て います 」 と述 べ ら

れ て い ます。 主 はなぜ ， こ う して事 前 に

暗示 され るの だ と思 い ますか。 そ こか ら

何 が学 べ るで しょ うか。

2.ヨ セ フは，兄 弟 た ちや ポ テパル に
しいた

よって虐 げ られ て も，神 へ の信仰 を持 ち

続 け ま した。 私 た ち もその よ うな信仰 を

持 つに は ど うした らよいで しょ うか。

3.兄 弟 か ら どんな仕 打 ち を受 けて も，

ヨセフ は 自分 か ら彼 らを許 しま した。 こ

の よう な謙 遜 さや愛 を養 うに は， 家庭 で

どの よ うな こ とを した らよ いで し ょうか。

ど うすれ ば， ヨセ フの よう な ク リスチ ャ

ン ら しい方法 で人 を愛 せ る で しょ うか。

4.ほ か に どん な性 質 を， ヨセ フか ら

学 べ ます か。 す べて に， 救 い主 を見習 う

よ うに努 力 す るヨセ フ の模 範 に， どうす

れ ば私 たち も従 う こ とが で き るで しょ う

か。

楽
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絶えず祈れ
自己 へ の 語 りか けの代 わりに

ジェー ムズ ・T・デ ュー ク

天 父 へ 語 りか けたとす れ ば，

それは本質的な意味で

絶 えず祈 っていることになるの で 曳

オ
ナイ ダの小 山 で語 られ た偉大 な説

教 の 中で，貧 し さに打 ち ひ しがれ

た ゾー ラム人 にアル マが教 えた もの は，

信仰 と従順 の原則 で した。 話 は さ らに礼

拝 に向 け られ て， アル マは ゼ ノスの教 え

につい て触れ て い ます。 アル マ の証 を聞

いた ア ミュ レクは立 ち上 が り， 自分 の証

を述 べ る と ともに， 民 がゼ ノ ス と同 じよ

うに祈 る こ とを熱 心 に勧 め ま した。

「それで あ るか ら私 の兄 弟 らよ
，ね が わ

く はあな たた ちが悔 改 め を生 ずる信 仰 を
あわれ

起 し，神 が 自分 た ち を憐 みた も うよ う，

神 の御 名 に よって祈 り始 める こ とを神 が

許 した まわん ことを。
そな

神 は人 を救 う大能 を具 えた もうか ら，

神 に憐 み を求 め よ。

へ りくだ って た えず神 に祈 れ。

牧場 に居 る時 は， あな た たち の家畜 の
むれ

群 につ いて神 に祈 れ。

家 に居 る時 はあ なた たちの 家族全 体 に

つ いて朝 も昼 も晩 も神 に祈 れ 。

あな たた ちの敵 の力 を防 ぐ ことが で き

る ように神 に祈 れ。
ただ

一 切 の義 しい ことに敵対 す る悪 魔 を防

ぐ ことがで きるよ うに神 に祈 れ。

あ なた たち の田畑 の収穫 が豊 で ある よ

う， その作物 につ いて神 に祈 れ。

牧場 にある あな たた ちの家 畜 が ふ える

よ うに神 に祈 れ。

これば か りで はな い， あな たた ちが一

人で部 屋 に居 る と きも， 秘密 の所 に居 る

とき も， ま た野 に居 る とき も心 にあ る こ

とを うち明 けて祈 れ。

声 を あげて 主 に祈 らな い時 で も， 自分

の為 また 自分 の まわ りの人 々 の為 を思 っ

て た えず 心 の 中 で 主 に祈 れ。」(ア ル マ

34：17-27)

何 年 もの 間，私 は どう した ら 「たえず

心 の 中 で主 に祈 」 る こ とがで きるか思 い

め ぐ らして きま した。そ して，天 父 と絶 え

ず心 を通 わ せ るため の扉 の鍵 を見 つ け た

ので す。

私 は担 当 して い る社 会学 の生 徒 た ち と，

人間 の行動 に関 す る分 析 の権威 であ る ジ

ョー ジ ・ハ ーバ ー ト ・ミー ドの著 作 に つ

いて よく話 し合 い ます。 ジ ョー ジ ・ミー

ドが特 に興 味 を持 った のは， 人 の思 い と

そ の思 いが どの ように作 用 す るか とい う

ことで した。 彼 の解 説 に よれば， 思考 の

過 程 は単 純 で両者 は深 いつ なが りが あ る

とい うこ とです 。 ミー ドに よる と， 思考

とは本質 的 には 自己 と自己 が交 わ す会 話

で す。「私 た ちは 自己の語 りか け を聞 くこ

とがで き る。私 た ちの 言葉 の意味 す ると

ころは，他 者へ の とまった く同 じに 自身へ

も向け られ てい る。」(「思 い 個 人 と社

会」 シカ ゴ大学 出版 ，p.62)

これ に よ って，私 が取 りと めの な いこ

とを考 え て いる とき に私 の心 が どう働 く

か容 易 に理 解 で き ます。唇 は動 か ず， だ

れ も私 の言 葉 を聞 き取 る こ とはで き ませ

ん。 それ で も私 自身へ の語 りか けは， ほ

とん ど休 み な く続 い てい るの です。「ごみ

を出 す時 間 だ よ。(伝 道 中の息 子 の)デ イ

ブ は きょ うは何 を してい る だろ うか。 彼

のい る ミネ アポ リス は， き ょう は寒 くな

らな い とい いん だが。 さ て と， 出 か ける

と しよ うか。 さ もな い と仕事 に遅 れ るぞ。

あれ， 昨月 は車 にガソ リンを入 れ なか っ

たな。仕 事場 まで ガ ソ リンが もた な いか

も しれ な い。学校 へ行 く途 中で寄 る時 間

はあ るか な」 と いった具合 です 。

もし もこの よ うな心 の中 の思 いが 自己

との会話 で あ るな ら， それ を神 との対 話

に変 え られ な い もの で しょ うか。 祈 りは

心 の中 の思 い と大 して違 いは あ りませ ん。

実際 の とこ ろ， 類似 点 が 多 いの です。 自

己 への語 りか けの代 わ りに天 父 へ語 りか

け た とす れば， す な わ ち私 の心 の中 の思

いが祈 りとな るわ け です。 私 の生 活 のあ

らゆ る面 に， あ らゆ る決定 に， 天 父 に介

在 して い た だけ た らど うで し ょうか。 ま

さ にア ミュレクが 言 って い る よう に， 本

質 的 な意味 で絶 えず祈 って いる こ とにな

るの です。

この考 え方 によれ ば，私 は もっ と頻繁

に 「た えず心 の 中で祈 」 って い るわ けで

す 。 そ して天 父 はい つ も私 の話 を聞 いて

くれ る友， いっ で もど こで も傍 ら にいて

くれ る友 に な ります。 私 の心 の 中の思 い

が神 に向 け られ るな ら， それ は一 層有 意

義 で神聖 な もの とな ります。

「デイ ブ は き ょう は ど う し て い るだ ろ

うか。 父 よ， どうか き ょう も デイブ を見

守 りた まえ。 汝 の福 音 を求 めた る者 に彼

を遣 わせ た まえ。 か く もす ば らし い息 子

を育 て させて い ただ き ま した こと と， 彼

が喜 んで 汝 に仕 え よう とす る心 ， その良

心 に感 謝 申 しあ げ ます。 さ あ出 か ける と

し よう， さ もな い と仕事 に遅 れ て しま い

そ うだ。 …… 」

もち ろん， い つの 間 にか ひ と りごと に

な って， 自分 だ けで納得 して しま うこ と

もあ ります。 しか し次 第 に主 が近 く感 じ

られ，聖 霊 の 導 きが わ かる よ うにな って

い ます。私 の心 が和 らぎ， 天 父 が私 に耳

を傾 け， しか も愛 して くだ さ って いる と

実 感 で きる ひ とと き， 主 への私 の愛 は ど

んな にか高 まる こ とで し ょう。私 は喜 ん

で 父 と呼 び たい と思 い ます。 天父 をほめ

た たえ ます。私 が心 の 中で絶 えず祈 る た

び に， 天 父へ の感 謝 は 日ごと に深 まって

い るので す。

12



ド一オフドツラヴ

長

引

会

ム謬
ジ

ィ

内
ー

峯

ア

ウ

舌

㌫

、
満

♂

セ

じ

お

ド隼ニハへきやどう

デ

パ

ぼ
ア

ニ

セ
じ
セ

じ
じ
お

セ
おお

じ
セ
セ

じ

セ

敬

　

じ

りづ
を

婦

セ
げセ
ド
じ
げセ

じ

セ
じ

セ

セ

セ

ぼ

神

一一

む

神

を

権

聖

す

は

な

に

業

神

の

ま

権

す

も

み

ど

次

き

神

，

と

の

ほ

。

復

め

か

こ

回

た

る

，

に

る

き

と

上

め

で

む

地

進

使

読

も

し

行

を

権

推

を

句

ま

の

，
識

け

知

授

の

を

神

音

ち

福

わ

、つ行り執を
．
式礼て

砂以を

む

て

親

し
躯
何

ー

）

を

ち

で

ス

事

以

肉

な

，

を

，

権

は

こ

て

る

１９

る

。

神

間

と

人

式

る

礼

て

る

持

す

を

欝潔
砒
人

れナ

ば

き

最

が

私

れ

置

も

ト

，

げ

り

で

ス

リ

あ

と

中

リ

あ

え

ひ

。
キ

で

数

は

す

・

柄

む

な

２２

け

た

の

エ

た

す

目

栄

こ

う

と

は

者

一

助

私

い

イ

れ

で

た

と

の

よ

な

主

わ

範

れ

性

こ

の

Ｏ

な

待

，
ず

る

を

と

ば

す

ち

る

叫

達

た

え

う

到

私

考

こ

に

が

を

，

標

光

と

に

　

て

の

の

神

え

な

リ

３２

た

す

で

し

お

来

神

こ

て

与

分

キ

：

つ

反

が

通

に

に

て

し

し

に

充

て

１０

な

に

と

を

う

。馳
許

べ

も

く

ち

が

け

イ

か

生

こ

活

よ

。

つ

た

み

受

ナ

に

人

く

生

す

。

よ

を

た

恵

を

ロ

ろ

の

築

う

ま

。

み

モ

こ

そ

を

敬

き

ー

こ

，
盾

を

で

よ

背

勢

ら

は

た

全

に

に

て

な

み

た

り

ト

ろ

し

る

恵

な

よ

ス

こ

に

す

う

あ

に

り

こ

う

愛

も

ば

ト

キ

み

よ

を

た

ら

ス

　

こ

守

に

き

ま

る

ぎ

う

良

し

送

防

よ

の

た

を

を

す

神

い

活

悪

ま

，
り

生

る

き

て

祈

む

む

で

大

鍵

り

れ
わ
る

神

て

る

し

得

：

れ

ん

い

い

な

模

さ

能

イ

ん
・
御

す

と

神

れ

す

解

の

の

な

こ
蹴
顕

の

し

る

く

き

８４

ら

せ

は

救

行

た

待

可

す

ナ

せ

の

復

。
ど

で

理

こ

義

の

，・
力

こ

く

顕

な

生

約

え

ま

て

，
に

れ

期

な

ま

ロ

ま

ト

れ

て

と

な

回

た

が

ど

が

て

奥

も

に
励
能

，
な

力

れ

て

聖

与

り

れ

は

め

さ

が

大

い

モ

れ

ス

な

捨

力

あ

る

恵

の

し

人

ほ

性

し

の

つ

故

の

て

能

能

こ

見

と

ら

あ

さ

け

た

示

ち

壮

て

は

ら

り

く

を

と

が

あ

の

ｄ

み

り

な

父

に

音

ま

義

く

要

ゆ
而

国

保

の

神

し

権

の

は

を

義

か

が

に

助

の

に

た

，
け

ち

い

キ

全

と

心

神

で

こ

る

の

よ

全

天

手

福

れ

，
驚

重

ｒ

王

を

こ

に

而

の

神

そ

…

教

天

り

り

の

類

ち

私

ば

受

た

は

「

て

こ

と

，
分

は

．
な

神

に

安

た

を

。

さ

に

は

の

た

鍵

時

権

に

…

ー

き

去

大

人

た

ら

ち

私

に

つ

く

い

ば

充

ち

く

と

る

ま

賜

す

む

従

き

概

そ

ち

す

も

に

て

う

，

法

つ

な

り

私

き

対

た

必

意

こ

た

権

た

ろ

律

こ

か

ま

，

望

の

し

く

な
．

い

神

対

い

全

強

，
に

て

完

う

て

つ

し

，

い

し

一

践

れ

と

そ

つ

実

ら

い

．
。

一

を

め

た

す

の

ら

聖

い

ま

念

れ

は

む

た

ま

の

り

要

志

と

め

利

訳

に

律

す

で

望

援

，
ま

中

は

な

た

す

か

私

れ

器

を

ら

を

わ

教

生

典

い

反

つ

の

由

ぶ

る

す

．つ

こ

と

し

の

父

切

し

ま

り

た

そ

の

と

お

ち

な

て

の

聖

ば

く

え

る

の

起

に

深

い

て

は

困

択

自

選

あ

下

な

こ

う

ら

路

天

大

ま

り

語

ま

神

き

う

が

が

つ

ち

，
選

に

は

が

を

に

み

う

た

航

を

の

い

あ

に

，
わ

こ

解

た

な

た

り

て

ち

ぢ

志

断

由

の

か

も

生

と

か

さ

が

天

す

ま

る

べ

聖

ら

ち

を

は

ま

え

与

え

を

い

下

て

。

い

が

こ

理

し

に

私

た

し

た

た

意

決

自

神

な

ず

人

こ

つ

だ

段

接

ま

い

取

す

は

な

た

柄

に

り

さ

を

教

示

が

を

え

す

な

み

み

て

に

者

し

そ

私

私

由

ら

ら

が

と

必

る

く

く

手

直

け

て

じ

な

に

る

私

事

ち

あ

い

き

の

啓

親

断

与

ま

乱

。
は

で

自

か

か

断

う

を

混

す

父

の

し

ず

法

決

ろ

果

，
ま

天

た

か

み

律

。
あ

結

「と

し

。

つ

し

は

，
ん

で

う

、
う

り

す

な

。

に

の

せ

の

伴

会

た

ま

に

す

ち

の

ま

も

に

出

れ

れ

え

ま

た

も

り

た

れ

に

か

ら

与

き

私

る

あ

つ

そ

の

欺

追

お

で

，
あ

は

な

は

，
に

を

が

に

は

で

か

法

●

す

い

て

う

て

受

れ

感

に

ち

め

，
な

た

が

従

導

父

，
．両

決

を

り

択

，
え

い

つ

を

ら

を

ち

た

求

え

聖

私

典

，
も

天

者

は

に

導

あ

選

で

与

と

よ

え

え

き

た

私

い

与

神

。
聖

し

で

，
見

に

前

指

が

く

の

に

り

に

答

与

や

私

。
願

を

い

・す

た

究

に

は

聖

ち

以

ば

恵

し

る

類

祈

り

の

が

さ

に

す

は

感

な

ま

せ

研

合

に

，
た

り

れ

知

正

れ

人

は

祈

善

心

さ

的

ま

霊

霊

ら

い

載

が

場

．
ち

者

私

よ

め

る

が

ら

を

に

は

最

良

の

観

れ

聖

に

な

さ

を

ち

な

た

言

。
ち

求

ゆ

ち

お

段

ち

ぢ

に

は

ま

直

く

。
心

ば

だ

葉

た

う

私

予

す

た

を

ら

た

で

手

た

た

常

に

た

，
て

す

，
れ

く

言

私

よ

。
る

ま

私

言

あ

私

ん

助

私

私

，
ち

み

で

げ

ま

れ

け

て

の

，

の

す

れ

い

，
助

の

。

。
け

た

は

官

告

れ

訪

な

え

命

は

ど

ま

く

が

た

や

々

，
れ

て

方

ま

々

人

。
人

る

。
有

こ

が

た

行

べ

遠

。
れ

て

伝

け

す

た

れ

。

す

固

き

霊

私

が

す

永

す

す

え

を

受

ま

し

く

で

天

ア

よ

の

と

住

。
あ

の

上

た

反

れ

に

間

経

う

も

で

ん

ザ

フ

い

神

こ

な

た

に

も

の

供

に

か

ブ

の

の

よ

の

ん

講
難
糊謙
灘
撫礁
簾

繍
鯨
躁
磁
鋸
鞠
濃
靴
㍊
認
諜

そ

れ

も

う

ま

の

す

え

，

に

，
た

段

す

り

よ

い

の

，
が

と

つ

の

も

き

父

力

整

理

ろ

を

し

手

在

者

に

つ

々

は

の

画

に

て

た

て

天

努

を

真

こ

か

ま

る

存

言

う

に

各

に

も

計

く

べ

ー

つ

が

て

境

，

こ

く

れ

す

が

予

こ

い

て

め

の

の

い

す

１４

ま

ち

し

環

光

み

ば

か

練

の

。
と

違

つ

た

対

神

も

．
．
深

た

指

と

や

の

く

置

訓

も

た

た

る

よ

る

反

私

と

で

て

こ

福

．

み

が

つ

に

し

と

よ

め

悲

こ

に

に

神

き

た

が

る

法

き

る

罪

知

律

と

あ

，

が

わ

祝

罰

が

、

の

に

とこ

が

う

とる

す

い

む

福

集

す

と

添

二

原

植

す

の

せ

で

こ

に

．
う
は
を
の
さ
敬
箇

震

謡
舗

蕗

碁

拗
切
あ

地

２

よ

供

目

い

命

神

い

も

を

の

し

え

あ

に

す

に

た

こ

ち

幸

る

配

が

も

に

た

る

愛

，
福

慶

な

り

て

の

以

こ

も

イ

い

子

を

ま

る

の

に

ち

対

ま

教

に

験

に

の
．
し

た

不

き

支

れ

が

逆

も

か

制

の

敬

行

キ

ベ

も

み

を

は

う

が

す

で

と

が

じ

理

物

従

す

視

味

る

の

生

道

万

に

で

無

意

な

も

を

う

，
法

味

を

の

に

脚
嫌

熊

講

徽

。

暁
礒
砦

麓

さ
、
れ
す
仰 節

て

に

，

・

す

き

，
べ

ち

リ

ス

の

全

切

す

た

あ

工

質

，

親

か

供

で

イ

特

ち

の

ほ

子

念

た

た

わ

弟

の

の

概

れ

し

な

兄

そ

神

の

さ

う

す

，

，

，
め

示

こ

，

紡
力

勉

は

た

啓

，
の

勧
能

勤

式

る

に

は

も

，

，
儀

け

類

と

た

徳

遜

と

付

人

音

め

，
謙

則

え

。

の

行

神

を

る

義

す

，

対

じ

に

生

罪

が
，
み

と

し

る

悲

知

た
犀

を

っ

１号用昨甥／道の徒聖



､

/.

.〆/

¶いρ り

｢弱きを強きに変えん｣を テーマ に

東京地区セミナリーグランプリB5

開かれる

選

rき

『

､､

融

､､鵬

蟻

ゴ

凝

犠
瞭

彊

畢

,

ノ

卵
帰

聾

寒

こ
､
番

鹸

4

､滋 縛

》
躍 ⊥葎 鑑

羅,

..

塗
耀

奮藍1
戸薮

難

轍

録舞

騒1

＼＼

"

磯

ミナ リ ー グ ラ ン プ リ っ て何 で す｢セ
かP｣｢青 少 年 って みん な大変 で

しょ う。学 校 の友達 つ き合 いで はお酒 や

タバ コの誘 惑 がつ い て まわ る し,教 会 に

来て も気 の合 う友 だ ちが いな くてつ ま ら

な い と思 って い る人 もい ます。 それ以上

に 自分 自身が嫌 い とい う人 は セ ミナ リー

の生徒 の 中で す ら7割 近 くを 占め,彼 ら

が楽 しく明 るい信仰 生 活 を送 るの は とて

も大変 な ことで す。 そ こでた くさん の同

じ悩 み を持 つ仲 間が年 に一 度集 まっ て情

報交換 した り,証 を述 べ た りしてお互 い

に励 まし合 い,た くさん の希望 と決 心 を

胸 に秘 め る場 な ので す。｣

11月23.日 は神 様 が すば らしい晴 天 をプ

レゼ ン トして くだ さ り,恵 まれ て9ス テ

ー キ部
,1地 方 部 の セ ミナ リー の生 徒 が

100名,指 導者 が80余 名,東 京 ス テー キ部

セ ンター に集 い ま した。遠 路 は るば る何

時間 もか けて来 た生 徒,ま た高 熱 を お し

て出 席 して いた生徒 もあ り,一 人一 人 の

意気込 みが伝 わ って くるよ うで した。

鈴 木 正三 長 老 の開会 の お話 の あ とに生

徒 によ るア トラ ク シ ョン,引 き続 いて主
じゃはな

催 者 で ある教育 部 の謝 花兄 弟 と井 木兄 弟

が選 ん だ今 年 の テー マ｢弱 きを強 きに変

えん｣の もとに井 木兄 弟 の講 演 があ りま

した。 今年 度 の セ ミナ リー は新 約聖 書 で,

その 中 よ りコ リン ト人 へ の第2の 手紙12

章10節,｢な ぜ な ら,わ た しが 弱 い時 に ご.

そ,わ た しは強 いか らで あ る｣が テー マ

聖 句 です。 レ ッス ンで それ ぞれが い ろ い

ろな こ とを学 び,考 え,そ の あ と にグル

ー プ に分 かれ て話 し合 いま した
。 自分 の

体 験 や セ ミナ リー で学 ん だ こと な どを交

えて デ ィス カ ッシ ョン は白熱 し,た く さ

んの証 や友 情 が生 まれ ました。 一 人一 人

の信 仰生 活 の心得 や失敗 談 な ど はみん な

を勇気 づ け,励 ま しを与 えて くれ る もの

とな りました。

ポ ップ ダ ンス を楽 しみ,そ の後 再 び 白

熱 す る シー ンが展 開 され ます。聖 句 探 し

で す。教 会教 育部 で は中学3年 生 か ら高

校3年 生 まで を対 象 にセ ミナ リー プ ログ

●セ ミナ リー グ ラ ンプ リの聖 句探 し

競 争で 選抜 され たio人 。 入賞 上位5

名 は以 下 の方 々 です 。
めい

1位 日高明 子(東 京 西 ステ ーキ

部 八王子 ワー ド部)

2位 内 山光 栄(東 京 ステ ー キ部

吉祥 寺 ワー ド部)

3位 松 下 みや び(東 京 南 ステ ー

キ 部大 岡山 ワー ド部)
のぶ

4位 一 中間暢 子(東 京南 ステ ーキ

部 大 岡 山ワー ド部)

5位 岡本 理 加(東 京東 ステ ーキ

部鎌 ケ 谷 ワー ド部)

ラム を行 ない ます。 旧約･新 約 聖書,モ

ル モ ン経,教 会 歴 史(教 義 と聖 約)を 毎

年1コ ー スず つ学 び,世 の悪 に打 ち勝 つ

ため の霊 の糧 を毎週1回 得 るの です。彼

らを守 って くれ るマ ス ター聖 句 が毎 年40

ずつ与 え られ,そ れ を 自分 の ものに する

べ く聖 句探 しを行 な い ます。 出題者 が問

題 を読 み終 え るか終 えな い内 に,そ の聖

句 の箇所 が 開 かれ て い る とい うあの光景

には,い っ もなが ら指 導者 もた じた じで

す。 今年 は0.98秒 とい う新 記録 も飛 び出

しま した。 あ る意味 で は,こ の グ ランプ

リでの聖 句 探 しが4月 か らセ ミナ リーを

行 な って きた教 師 と生徒 の努力 の結 実 と

言 え ます か ら,生 徒 の まなざ しは真 剣 そ

の もので す。｢悔 や しい っ!｣｢キ ャー!

だめ だわ｣な どとい う言葉 が会 場 の あち

こち か ら聞 こえて き ます。

その あ とは表彰 式 と証 会 で す。 その 日

全 身 で味 わ っ た証 を,ま たセ ミナ リー で

日ごろ得 て い る証 を述 べ ます。 メダル を

もらっ た人,今 年最 後 の グラ ンプ リが名

2
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●セ ミナ リー グ ラ ンプ リの聖 句探 し

競 争 で選抜 され た10人 。 入 賞上位5

名 は以 下 の方 々 です 。
めい

1位

2位

3位

4位

5位

日高明 子(東 京 西 ステ ーキ

部 八王 子 ワー ド部)

内 山光 栄(東 京 ステ ー キ部

吉祥 寺 ワー ド部)

松 下 みや び(東 京 南 ステ ー

キ 部 大 岡山 ワー ド部)
のぶ

中間暢 子(東 京南 ステ ー キ

部 大 岡 山ワー ド部)

岡 本理 加(東 京東 ステ ーキ

部鎌 ケ谷 ワー ド部)

ミ ナ リ ー グ ラ ン プ リ っ て 何 で す｢セ
かP｣｢青 少年 って みん な大変 で

しょ う。学 校 の:友達 つ き合 いで はお酒 や

タバ コの誘 惑 が つい て まわ る し,教 会 に

来て も気 の合 う友 だ ちが いな くてっ ま ら

な い と思 って い る人 もい ます。 それ以上

に自分 自身が嫌 い とい う人 はセ ミナ リー

の生徒 の中で す ら7割 近 く を 占め,彼 ら

が楽 しく明 る い信 仰生 活 を送 る のは とて

も大変 な ことで す。 そ こでた くさん の同

じ悩 み を持 つ仲 間が年 に一 度集 ま って情

報交換 した り,証 を述 べ た りしてお互 い

に励 まし合 い,た くさん の希望 と決心 を

胸 に秘 める場 な ので す。｣

11月23日 は神 様 が すば らしい晴 天 をプ

レゼ ン トして くだ さ り,恵 まれ て9ス テ

ー キ部 ,1地 方 部 の セ ミナ リー の生 徒 が

100名,指 導者 が80余 名,東 京 ステー キ部

セ ン ターに集 い ま した。遠 路 は るば る何

時間 もかけて 来 た生徒,ま た高熱 を お し

て 出席 して いた生徒 もあ り,一 人 一 人の

意気 込 みが伝 わ って くるよ うで した。

鈴木 正三 長 老 の開会 のお話 の あ とに生

徒 によ るア トラク シ ョン,引 き続 いて主
じやはな

催 者 で ある教 育部 の謝 花兄 弟 と井 木兄 弟

が選 ん だ今 年 の テー マ｢弱 きを強 きに変

えん｣の もとに井 木兄 弟 の講 演 が あ りま

した。 今年 度 の セ ミナ リー は新 約聖 書 で,

その 中 よ りコ リン ト人 へ の第2の 手紙12

章10節,｢な ぜ な ら,わ た しが 弱 い時 に こ

そ,わ た しは強 いか らで あ る｣が テー マ

聖 句 です。 レ ッス ンで それ ぞれが いろ い

ろな こ とを学 び,考 え,そ の あ と にグル

ープ に分 かれ て話 し合 いま した
。 自分 の

体 験 やセ ミナ リーで学 ん だ こと な どを交

えて デ ィス カ ッシ ョン は白熱 し,た く さ

んの証 や友 情 が生 まれ ま した。 一 人一 人

の信仰 生活 の心得 や失敗 談 な ど はみ んな

を勇気 づ け,励 ま しを与 えて くれ る もの

とな りました。

ポ ップ ダ ンス を楽 しみ,そ の後再 び 白

熱 す る シー ンが展 開 され ます。聖 句 探 し

で す。教 会教 育部 で は中学3年 生 か ら高

校3年 生 まで を対 象 にセ ミナ リー プ ログ

ラム を行 ない ます。 旧約･新 約 聖書,モ

ル モ ン経,教 会 歴 史(教 義 と聖 約)を 毎

年1コ ー スず つ学 び,世 の悪 に打 ち勝 つ

ため の霊 の糧 を毎週1回 得 るの です。 彼

らを守 って くれ るマ ス ター聖 句 が毎 年40

ずつ与 え られ,そ れ を 自分 の もの にす る

べ く聖 句探 しを行 な い ます。 出題 者 が問

題 を読 み終 え るか終 えな い内 に,そ の聖

句 の箇所 が 開 かれ て い る とい うあの光景

には,い っ もなが ら指 導者 もた じた じで

す。 今年 は0。98秒 とい う新 記録 も飛 び出

しま した。 あ る意味 で は,こ の グ ラ ンプ

リでの聖 句 探 しが4月 か らセ ミナ リーを

行 な って きた教 師 と生徒 の努力 の結 実 と

言 え ます か ら,生 徒 の まなざ しは真 剣 そ

の もので す。｢悔 や しい っ!｣｢キ ャー!

だめ だわ｣な ど とい う言葉 が会 場 の あち

こち か ら聞 こえて き ます。

その あ とは表彰 式 と証 会 で す。 その 日

全 身 で味 わ った証 を,ま たセ ミナ リー で

日ごろ得 て い る証 を述 べ ます。 メダル を

もら った人,今 年 最後 の グラ ンプ リが名

z
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各 地 の た よ り

実りある伝道
一 ただいま定着率

ほぼ り00パーセ ン トー

東京東ステーキ部松戸 ワー ド部

シ ア地 域 会 長 の ウ ィ リ ア ム･R･フ

ア ラ ノトフ ォー ト長 老 か4年 前 に 日

本 担 当 とな られ た と きに,｢宣 教 師 や会員

か清 くな る ことか伝 道 の 目的 て あ り,そ

の結 果 と して 多 くの良 いバ プ テス マか生

まれ る｣と 言 われ ま した。東 京 東 ス テー

キ部 の松 戸 ワ ー ト部 て は,ま さに その よ

うな伝道 プ ロ クラ ムか行 なわれ て い ます。

七 十 人 クル ープ の増 田兄弟 や徳 田兄弟

か,専 任 宣教 師 と して の伝 道 中の体 験 を

元 に,祈 りを もっ てフ ラ ノ トフ ォー ド長

老 の言葉 を実 践 す る伝 道 プ ロ クラ ム を打

ち出 して くれ ま した。 これ は,会 員 か求

道者 に最 大 の関 心 を払 い,宣 教 師の 活動,

た とえは家庭 集会 を助 け るこ とに よ って,

みた まの ある伝道 を行 な うと いう もの て

す。 毎 日曜 日の朝,宣 教 師 と七十 人 グル

ープか伝 道調 整集 会 を開 き
,そ の場 て求

道者 に関す る情報 を交 換 し,ま と めた も

の を監督 会 や ほか の組 織 に知 らせ ます。

監督 会 は,聖 餐 会 て求道 者 を紹 介す る と

きに,会 員 か関心 を持 つ よう にそ の人 の

住所,誕 生 日,趣 味 な と を交 えて紹 介 し

ます。 こ うす るこ とに よ り,会 員 と求 道

者 の距離 か一段 と縮 ま り,フ ェロー シソ

プ か密 にな りました。

私 た ち は真 の伝 道 の精 神 に 目さめ る こ

とかて き ま した。 充実 した伝道 活 動 に よ

って良 い気 持 ちかわ き,こ れ か明 日への

伝道 の活 力 を生 む こ とを実 感 してお りま

す。

現在,英 会話 委 貝会 を中心 に英会 話 プ

ログ ラムか活 発 に行 なわ れて お り,宣 教

師 と一体 とな った リフ ェラル プ ログ ラム

か進 め られて お ります。 求 道者 は教 会 の

活動 に参 加 しなか ら福 音 を深 く学 ふ こ と

かて きるため,会 員 も求 道 者 に改宗 前 か

ら密度 の濃 いフ ェロ ー シ ノプ かて き ます。

この結果,改 宗者 の数 が急 ピ ソチて増加 し

て い ます。1984-85年 の2年 間 に20人 が改

宗 し,定着率 は ほぼ100パ ーセ ン トとい う,

1
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主 の望 まれた成果 を得 ることがてきました。

最近,キ ー ス･W･ウ ィル コ ック ス副

会長 の指 示 に よ り,会 員伝 道 ク ラスの プ

ロク ラムか進 め られ て お り ます か,当 松

戸 ワー ト部 て も徳 田兄弟 か教 師 とな って

活発 に行 な われ て お り,会 員 伝道 の気運

無 鞠
ぜれ

ドザ 野

翌贈 袖

語 紅

轟

に
ξ
.行

講 有馨

か一段 と高 ま って き ました。 フ ラ ッ トフ

ォー ト長 老 の勧 め る｢実 りあ る伝 道 プ ロ

グ ラム｣に 近 つ い た と確信 して お ります 。

そ して,こ の真 の伝 道 精神 を いつ まて も

持 ち続 けた い と思 いま す。(レポ ー ター

松 戸 ワー ト部 第二 副監 督･武 井進)
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な
っ
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本

東

1

業

ニ

ー2

1

日

(

従

社

員

高

口

孤

窓

卜

木
舘

瞳

日
本
市
場
､技
術
の
供
給
源
に

た
。
事
業
が
拡
大
す
れ
ば
さ
ら
に
増

加
す
る
だ
ろ
う
｣

〈
昨
年
､
日
本
の
カ
メ
ラ
メ
ー

カ
ー
の
チ
ノ
ン
に
資
本
参
加
し

た
ほ
か
､
日
木
企
業
か
ら
V
T

R

(ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
)
や
複
写
機
の
供
給
を
受
け

る
な
ど
日
本
と
の
関
係
が
ま
す

ま
す
深
ま
っ
て
い
る
〉

｢日
本
は
重
要
な
市
場
で
あ
る
κ

け
で
な
く
､
技
術
の
供
給
源
で
も
あ

る
。
高
度
な
技
術
と
人
材
と
い
っ
た

日
本
の
優
れ
た
資
源
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
当
社
の
知

恵
と
日
本
の
技
術
､
市
場
に
関
す
る

情
報
な
ど
を
見
い
に
活
用
す
る
こ
と

で
強
力
な
力
を
発
揮
で
き
る
。
特
に

日
本
の
よ
う
に
変
化
の
激
し
い
市
場

で
は

一社
単
独
の
努
力
で
は
限
界
が

あ
る
の
で
､
日
本
の
企
業
と
グ
ル
ー

プ
を
形
成
し
て
顧
客
の
二
i
ズ
に
敏

感
に
反
応
し
て
い
く
考
え
だ
｣

〈
コ
ダ
ソ
ク
社
は
こ
こ
数
年
､

業
績
が
停
滞
し
て
お
り
､
エ
ク

セ
レ
ン
ト
･
カ
ン
パ
ニ
ー
の
神

話
か
崩
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

一
脾
二

一
圃
一
一
一
■
=

=

■
一
=

一
一
一
一
一
=

=

一
一
一
一一
一
一
冒
一
=

=

一
｢

る
。
写
真
関
速
製
品
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
､
ハ
イ
テ
ク
製
品

分
野
へ
の
多
角
化
が
課
題
〉

｢わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
同
標
を
か

か
ー3
た
。
そ
れ
は
当
社
の
売
ー
高
を

自
由
世
界
の
経
済
成
長
率
の

倍
の

ペ
ー
ス
で
伸
ば
し
､
純
利
益
で
抑
界

の
ト
ッ
プ
企
業

↑
五
石
の
山
に
入

る
と
い
う
こ
と
だ
。
売
ヒ
尚
の
約
八

割
を
占
め
る
写
真
関
連
製
品
は
年
率

五
ー
六
%
の
旗
長
が
見
込
め
る
。
A,

年
の
研
究
開
発
費
は
八
億
♂
､
設
備

投
資
は
↓
五
億
詳
に
の
ほ
る
。
多
角

化
を
進
め
て
い
る
情
報
凱
押
､
健
康

医
療
部
門
な
ど
の
成
長
が
期
待
で

き
､
決
し
て
高
い
目
標
で
は
な
い
｣

〈
ユ
タ
州
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ

ィ
!
出
身
。
ユ
タ
大
学
で
化
学
､

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
リ
ツ
工
科
大
学

で
経
営
工
学
を
学
び
､
κ
七
鐸

に
コ
ダ
ッ
ク
社
に
技
術
^
と
し

て
入
社
。
八
一
年
に
執
行
副
社

長
兼
写
頁
事
業
木
部
長
､
八
一ご

年
七
月
に
社
長
に
就
任
。
敬
け

ん
な
モ
ル
モ
ン
教
徒
で
酒
､
た

ば
こ
を
た
し
な
ま
な
い
。
笈
人

と
の
間
に
六
人
の
子
供
が
い

る
。趣
味
は
滑
降
ス
斗
1
。
｢去

年
は

(故
郷
の
)
ユ
タ
で
家
族

と
滑
っ
た
｣
。
55
歳
。
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各 地 の た よ り

■台湾台中伝道部4人 の宣教師からのレポート

異国の地での伝道

大阪北ステーキ部京都洛北ワード部出身

北 村 富 弘

は,昨 年6月 に台湾 で の伝 道 を始

私 め ま した。 台湾 に はふ たつ の伝道

部 が あ り,南 半 分 が台 湾台 中伝 道部 の伝

道地域 で す。 台湾 は一年 中暖 かで,台 中

市の1月 の平均 気温 は16℃ で す。

こち らで は まだ始 めた ばか りの伝 道 で

すが,日 本 で会 員 と して伝 道 して い た と

きとは別 の こ とに気 づ き,証 と福音 へ の

理解 を増 す こ とがで き ま した。

こ ちらの公 用語 は 中国語 で す。 台湾 で

働 き始 めて す ぐの頃 は,人 々 の会話 もよ

くわか らず,も ち ろん聖餐 会 の証 もわか

りませ んで した。 その頃私 は,自 身 の信

仰 や証 は 自分 ひ とりで得 て いる もの で は

ない こ とに気 づ か され ま した。兄 弟姉 妹

や求 道者 と意思 が う まく通 じな い と き,

歯 が ゆい思 いで した。 日本 に いる と きは

何気 な く人 々 と言葉 を交 わ して い ま した

が,福 音 の祝 福 を互 い に分 か ち合 い,理

解 し合 い,励 ま し合 うと きに,霊 が 高 め

られ,証 が強 め られ,愛 に満た され て い

たの だ と気 づ き ま した。

こち らに住 み始 めて1カ 月 ほ ど したと

き,同 じアパ ー トに住 んで い た笹 岡長老

と一緒 に朝 の勉 強会 を始 め ま した。30分

ほ どの もので した が,ふ た りで話 し合 う

う ちにみ た まの導 き を受 け,互 い に成長

す るこ とがで き ま した。 また,送 られ て

きたJMTC(宣 教 師 訓練 セ ンター)の 同

期生 の証 集 を読 み,大 変 励 ま され ま した。

私 の霊 の成長 にと って母 国語 によ る生

きた証 と励 ま し,ま た霊 的 な方 々 との少

しの会 話 で さえ も非 常 に大切 であ る こ と

を身 に しみて知 りま した。

言葉 によ る意 思 の疎通 が 十分 に取 れ な
ろう あ しや

い とい う この体 験 は,聾 唖 者 の方 々の気

持 ちを理解 す る助 け に もな りま した。 ま

た,日 本 語 を熱心 に学 んで働 いて くだ さ

る 日本 の アメ リカ人 宣教 師 に,尊 敬 の念

を覚 え ま した。

昨年 の10月 まで に3つ の支 部 で伝 道 し

ま したが,こ ち らで は台 湾 の ほかの 多 く

の支部 と もど も,こ れ か らホー ム テ ィー

チ ングが 始 め られ る とこ ろで した。私 た

ち宣教 師 も会 員 の方 々 と共 に,ホ ー ム テ

ィーチ ング を始 め られ る よう に準 備 を し

て います 。改 宗者 に とって ホー ム テ ィー

チ ャーの こまや か な助 け は欠 か せ ませ ん。

宣教 師 と して レッス ン を して いて,私

は教 会員 で はな い家庭 で育 った こ と も貴

重 な経 験 で あ るこ とに気 づ き ま した。 家

族 で最初 の改宗 者 は,自 分 が新 しい福 音

の光 の 中 で成 長 す る と とも に,日 々の生

活 で家族 との関 係 も改善 しな けれ ば な り

ませ ん。 私 は求 道者 に 自分 自身の経 験 を

通 して お話 しで きる こ とを うれ し く思 い

ます。 以前 困難 に思 って いた こ と も主 の

方法 で 克服 す るな らば,後 に祝福 に転 じ

るこ とを知 り,主 は私 た ち に良 い訓 練 を

与 え て くだ さ ってい る こ とを感 謝 して い

ます。私 は どの よ うな苦難iをも訓練 と し

て喜 び,主 に従 う者 とな りたい です。

人の 成長 に とって,愛 あ る言葉 と証 は

無 くては な らな い もので す。 イエ ス･キ

リス トの証 を聞 く機 会 の少 ない方 々 にい

つ も言葉 と行 な いに よ り愛 を示 し,イ エ

ス･キ リス トの光 を分 か ち合 うよ うに努

力 したい と思 い ます。

キ リス トの模 範 と教 えは私 の成長 の糧

で あ り,日 々 の生活 もこれ によ り生 きる

こ とが で き ます。金 版 を守 り,モ ル モ ン

経 を翻 訳 し,こ の教 会 を回復 して くだ さ

い ま した予 言者 ジ ョセ ブ･ス ミスに心 か

ら感 謝 して い ます。(き たむ ら･と み ひろ

24歳)

編…欝

｢主 の愛を全 身で 感じます｣

大阪ステーキ部枚方ワード部出身

笹 岡 俊 之

が伝道 に出 る決 心 を したの は,1

私 年 半 ほ ど前 の夏 の ワー ド部 キ ャ ン

プ の と きで した。 それ まで伝 道 に｢出 た

い!出 るべ きだ!｣と は考 え てい ま した

が,い つ準備 を始 めて いつ 頃伝道 に出 よ

うか まで は決 めか ねて い ま した。 しか し,
ひらかた

その キ ャンプ の夜,枚 方の み んな の話題

が伝 道 にな り,一 人一 人 に｢伝 道 に出 る｣

と いう強 い意志 が あ るの を知 り,私 も心

を大 き く動 かされ ま した。

夜 が更 け るに つれ,話 し合 い も真 剣 な

もの とな り,最 終 的 に は,こ の1年 み ん

な互 い に助 け合 い,一 緒 に伝 道 に出 よ う

と決心 する に至 りま した。 その と きの一

人一 人 の瞳 には輝 きが あ り,ま たそ こに

平安 と確 かな｢み た ま｣の 存在 を感 じた

の を今 で も覚 え てい ます。

あれ か ら1年,当 時 いた仲 間 か ら6人

が それ ぞ れの任 地 に召 され,早 く も1年

近 くにな ろ う と して い ます。 台湾 で の伝

道 は,日 本 で想像 して いた よ り も苦 しい

もの で した。何 と言 って も言葉 が通 じな

いの に は閉 口 しま した。 しか し,求 道 者

や同僚 と心 を通 わす ことが で きな い 日々,

毎 日が もの す ごく長 く感 じる そん な 日々

を4カ 月過 ご したあ る 日,自 分 で も信 じ

られ な い くら いに中 国語 が理 解 で き るよ

うにな って いた ので す。 これ は私 に とっ
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各 地 の た よ り

日本人 にも大切 な役 目を神 様 が 与 え られ

てい る よう に思 います。

この台湾 の地 で伝 道 で きる機 会 を与 え

て くだ さった神様 に感謝 して い ます。 ま

た伝 道 に出 られ るよ う助 けて くだ さ った

兄 弟姉妹 に感謝 して い ます。 こ こ台湾 の

地 に もす ば ら しい神 権 者,姉 妹 が お られ,

私 た ち宣教 師 を助 けて くだ さい ます。彼

らは多 くの模 範 を私 た ちに示 して くれ ま

す。

また特 に両親 に感 謝 して います。 伝道

に出 て以来,両 親 が私 に して くれ たで あ

ろ うた く さんの助 けや愛 を伝 道 中 に会 う

人々 の 中 に見 つ け るの です。 また,家 族

が とて も大切 な もので あ るこ とを模 範 を

通 して理 解 す る ことが で きま す。

この教 会 は神様 の教 会 で す。神 様 はモ

ル モ ン経 を与 えで く ださ り,真 理 を知 る

ことが で きる よ うに助 け て くだ さい ます。

生 き た予 言者 が私 た ちを導 い て くだ さい

ます。聖 典 と予 言者 が証 して いる よ うに

イエ ス･キ リス トは私 た ちの救 い主 で す。

祈 りを通 し,主 か ら力 を いた だけ る こと

を知 って い ます。(さと う･こ う し20歳)

｢これ以上にすばらしい経験:が

ほかにあるで しょうか｣

長崎地方部長崎支部出身

的野 竜一

咋
年 の9月29日,ポ ス トを見 る と ソ

ル ト レ ー ク か ら の 封 筒 。｢来 た

あ1!｣と ひ と りで叫 び なが ら封 を開 け,

大管 長 の サ イ ン を確 認 し,｢さ て 任地 は

……｣と 目を や ると
,｢TaiwanTaichung

Mission｣(台 湾 台 中伝 道部)と 書 い てあ

りま した。 思 わず あて名 を 見返 し,母 に

どう説明 しよ うか と思 うのが精 いっ ぱい

で した。 そ して1時 間 ほど して,買 い物

か ら帰 って きた ばか りの母 に任 地 を伝 え

ました。 もう1年 が た って し まい ました

が,そ の ときの母 の驚 いた顔 を昨 日の よ

うには っ き りと覚 え て います。

父 を10年 前 に亡 くして か らと い う もの,

母 には何 か将 来 の私 に託 す ものが あ りま

した。 しか し,多 くの方 々が示 して くだ

さった愛 と模範 は,宣 教 師 とな るこ と に

弱腰 とな ってい た私 ばか りで な く,母 の

心 を も開 き,予 想 以上 に早 く同意 を得 る

ことが で きま した。 そ して,私 は大学 を

休学 しま した。

昨年 の!1月,JMTC第66期 生 と して訓

練 を受 けた私 で すが,中 国語 な んて一 度

もかか わ った ことが な いの で,期 間 中,

以前 台 湾で伝 道 され た土持 兄 弟 の助 け を

得 て,語 学 を少 しだけ学 び ま した。 しか

し,ほ とん ど話 せ な い状 態 で12月12日,

ク リスマ ス ソ ングの響 く 日本 を後 に しま

した。

さて,台 湾 での生 活 は,予 想 以上 の も

の で した。 日曜 日の集会,求 道 者 との レ

ッス ン,教 会 員 の訪 問 ……。 証 や経 験 を

分 か ち合 う こと もで きず に,た だ張 り子

の虎 の よ うに左 右 を見 て は笑 って い る毎

日で した。 同僚 との祈 りの ときな ど,私

は 日本語,同 僚 は英 語 か中 国語 。 ア メ リ

カ と台湾 には さ まれ た習 慣 の違 い に頭 を

痛 め ま した。 日本 で伝 道 す る同 期生 たち

の手 紙 に う らや ま しささ え覚 える ほ どで

す。

しか しなが ら,日 本 で描 いて い た伝 道

には まだ まだ遠 い こ とを体 で知 らされ な

が らも,た くさん の方 々が祈 って くだ さ

って いる との確 信 は,い つ で も私 に笑顔

を取 り戻 させ て くれ ま した。 その 中で築

か れて い った証 は,と て も感 動 的で した。

あ る とき は,台 所 で食器 を洗 いなが らも

自然 と主 が共 にい て くだ さる こ とを感 じ

て涙 した とき もあ りま した。 改 めて,主
あがな

が生 きて ま しま し,罪 の腰 いが私 た ち一

人一 人 に及 ぶ こ と,モ ル モ ン経 に は確 か

に神 のみ 言葉 が記 されて お り,こ の教会

は地上 にお ける唯 一 の イエ ス･キ リス ト

の教 会 で あ る とい う確 信 を得 ました。

8

最 初 の任 地 で2カ 月,私 が 中国語 を通

して教 える こ とので き た福 音 は ひ とつ も

あ りませ んで したが,転 勤 前 の安 息 日,

急 に聖 餐会 で の証 を依 頼 され,一 度 もし

た ことの な い中国 語 での証 を述 べ ま した。

述 べ慣 れ て いる 日本語 で の証 とは違 い,

台 湾 の人 々 に も,と て も下 手 な 中国語 だ

った で し ょう。 で も私 の心 は聖 霊 に満 た

され,自 分 の証 して い る ことに確 信 を得

て い ま した。

言葉 の ギ ャ ップ が あ るに もか かわ らず,

同僚 は私 を よ く助 けて くれ,彼 の愛 と模

範 か ら は多 くの こ とを学 び ま した。 そ し

て 悲 し いと き も,楽 しい とき も,讃 美 歌

は私 た ちの共通 語 で した。

現 在,こ の台 中伝 道 部 に は,私 を含 む

4人 の 日本 人 長老 が,ま た 台湾省 全部 で

は7人 の 日本 人長 老 が働 い てい ます。

この地 で働 く 日本 人宣教 師 は,戦 時 中,

日本 が施 してい た 日本 語教 育 に よ る影 響

で,標 準 の 中国語 は話 せ な いけ れ ど,日

本 語 は話 す こ とがで きる とい う年 配 の人

人 の た めに,日 本 語 で伝道 で きる特権 を

いた だ いて い ます。

中国語 と 日本語 に よる伝 道 活動 をす る

わ けで すが,日 々 の生活 を通 して得 られ

る証 に は特 別 な ものが あ ります。 苦 しけ

れ ば苦 しい ほ ど,報 わ れ た ときの喜 び は

大 きい です。 この地 上 での生 活 を ほん の

20年 そ こ ら しか送 って い ない私 た ちが,

人 々の生 活 を一転 させ て し まうほ どの 力

を主 か ら受 け るの です。 私 た ちが ふ さわ

しけれ ば,主 の み た まが共 にいて くだ さ

り,み 旨 を行 な う器 と して 主 に使 われ ま

す。 これ以上 の す ば ら しい経験 が ほか に

あ るで しょ うか。

伝道:に出 る こ とを決 断 し きれ ず に毎 日

を過 ご して お られ る方 も多 いので は ない

か と思 い ます。私 もその ひ と りで した。

しか し,専 任宣教 師 と して働 く機 会 をい

た だ いて い る今,す べ て が｢恐 れ｣で あ

った と感 じて い ます。

昨 日まで知 らなか った 人 々 とき ょう は

楽 しく福 音 を分 かち合 って い ます。今 ま

で 乗 って い た 自動 車 が さび た 自転 車 に変

わ り,読 んで い た雑 誌 が聖 典 に変 わ り,

隣 に座 って楽 しく話 して い た女 の･子た ち

が 同僚 と呼 ばれ る特別 な関係 を持 った同
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各 地 の た よ り

したがす っ か り落 ち着 き,羊 水 は再 生 さ

れ,胎 児 の心音 も元 気 に脈 打 ち成長 して

い き ました。

今 回の 出産 時 も,果 た して元 気 な子 が

生 まれて くるだ ろ うか と心 配 しま した。

福 島 ワー ド部 の兄弟 姉妹 た ちは千羽 鶴 を

作 って くだ さ り,毎 日それ を眺 めて は元

気 な子 が生 まれ るよ うに と祈 って お りま

した。 夫 もまた出産 に立 ち会 って くれ,

｢元気 な女 の子 だよ｣の 声 にホ ッ と慰 め

られ ま した。

健 全 な子 が生 まれ て くる こと は,普 通

に は当た り前 の こ とです が,私 たち夫婦

に とって は,そ れ こ そが不 思議 に思 える

ほ ど,奇 跡 とで も言 える主 か らの最 大 の

贈 り物 で した。世 の 中に は,多 くの障 害

を持 った方 や苦 しんで い る方 々が た くさ

ん い らっ しゃい ますが,私 た ちの試 練 は,

今 思 えば,人 生 の 中 のほ んの1コ マで し

た。信 仰 は,ど の よ うな試練 に も耐 える

力 を与 えて くれ ます。私 た ちの子育 て は

これ か らです が,い ろ いろな ことに ぶつ
かいな

か って も常 に主 を,頼 る腕 と して 歩 んで

まい りた い と思 い ます。

最 近 の 園香 は太 り過 ぎで はな いか と心

配 す るほ ど に,病 気 もせ ず,元 気 に育 っ

て い ます。親 子 で泣 い た り笑 った りと,に

ぎやか な毎 日です が,今 まで の こ とを振

り返 れ ば,｢有 り難 い,有 り難 い｣と 思 う

毎 日で もあ り ます。 神殿 で家族 の結 び固

め を受 け る こ とに よ り,親 子 が永遠 に一

緒 で ある こ との喜 び は何 に も勝 ります 。

天 父が 生 きて お られ,イ エ ス･キ リス ト

は私 た ち の救 い 主 で あ る こ と,聖 霊 が
と も

伴 侶 とな って慰 め,助 け て くだ さる こ と,

末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会 は全 地 の

面 にお け る唯 一 の真 の教 会 で あ る ことを

心 よ り証 申 しあげ ます。(さ と う･れ い こ

1953年 生 まれ,福 島 ワー ド部 扶助 協 会教

師)

☆…｢こ れは,昨 年の春,お 腹の赤ちゃんのことや

自然の命について考えたときに書いたものです。｣

〈
叩

岡野伸子

雨が 暖かさを運んでくる

何日も 何日も 降り続きながら

大地は沢山の雨を吸いこんで

お日様が 顔をだせば

たちまち新しい芽が顔をだす

春になる前の雨は

バプテスマの水のよう

新しく生まれてくる命を祝福して

大地に降りそそぎ

自然の命はそれに答えて

日の光の中で両手をいっぱいに広げてく

いく度も いく度もめぐる春なのに

いく度めぐって来ても

やっぱり新しい時を感じるのは

命がいつでも尊く 美しいからだろう

典
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(お か の･の ぶ こ/959年 生ま れ,東 京 西 ステ ー キ部八 王 子 ワー ド部)

10

父の病気と私の伝道
一｢今 は福音を実践するとき｣一

福岡伝道部専任宣教師

東京ステーキ部吉祥寺ワード部出身

阿 部 美雪

ん の少 し人生 を振 り返 っ てみ ただ

ほ けで も,そ こ に多 くの神 様 の導 き

と恵 み,偉 大 な愛 を見 つ けて驚 きま す。

親戚 の家 に下宿 して い た,中 学3年 の

とき に戸 別訪 問 に来 られ た宣教 師 に初 め

て会 い,そ の と き手 渡 され た1枚 の英 会

話 の チラ シに よ って教 会 に導 かれ,そ れ

か ら4年 後 にバ プ テ スマ を受 け ま した。

そ して今 は宣教 師 と して福 音 を宣べ伝 え

る業 につい て い ます 。

雪 の降 る寒 い中 を戸別 訪 問 して,私 に

1枚 の チ ラ シを渡 して くだ さ ったふ た り

の宣教 師 に,心 か ら感 謝 して います。 神

様 の み業 は偉大 です。 私 が この地 上 で福

音 を知 って改 宗 で きた の も単 な る偶 然 で

はな く,ま たほ かの 人々 の改宗 も偶然 で

はな く,確 かに神 様 の導 きと助 けが あ る

こ とを知 って い ます。

私 が伝 道 に出 よ うと決心 した のは一 昨

年 の6月 で した。 ワ ー ド部 で長 老 定員 会

主 催 の伝 道合 宿 が あ り,参 加 して指 導 者

の お話 や証 を聞 いて い るう ちに,今 まで

伝道 に出 る には大 き くて越 え られ な い と

思 って い た壁(伝 道 資 金,家 族 や親 戚 の

反対,仕 事 な ど)が ほん の数 時 間 の う ち

に砕 けて い ったの です 。 目の前 が 急 に明

るくな っ た気 が しま した。
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一
ど家族 に感 謝 し,神 様 に感 謝 した こ とは

あ りませ ん。

さ っそ く必要 な書 類 をそ ろえ て伝 道 の

面接 を待 ってい たあ る 日,父 の容体 が悪

化 し,私 は母 と一 緒 に病院 で付 き添 わな

けれ ば な らな くな りま した。｢伝道 に 出る

ことは神様 のみ こ ころ にか なっ てい るは

ず なの に,ど う して… …｣と 思 い ました

が,そ れ か らの毎 日はそ んな こ とを考 え

る間 もな く,親 子3人,父 の病 気 との 戦

いで,次 第 に伝 道 に出 る こ とも あき らめ

つ つあ りました。伝 道 ど ころか毎 日聖 典

を読 む時 間 もな けれ ば,日 曜 日に は教 会

に も行 けな いの で心 に焦 りを感 じて落 ち

込 んで いた と き,ホ ー ム テ ィー チ ャーの

訪 問 を受 け,｢今 は福 音 を実践 す る と きで

す よ｣と ア ドバ イス して くだ さい ま した。

それ か ら,生 活の 中 で福 音 を実 践 す る

よ うに努 める よ うにな り,つ らい こ とは

喜 び に変 わ り,私 の心 も変 わ って い きま

した。両 親 や周 りの人 々 との関係 も とて

も よくな って,神 様 は父 や私 た ち家 族 に

あふ れる ほ どの祝 福 を くださ い ま した。

2カ 月ほ ど して父 は亡 くな りま したが,

その間,お 医 者様 が不 思議 に思 うほ ど父

は安 らか で,父 の心 は 日に 日に清 め られ,

目 を閉 じた と きに復 活 した イエ ス様 が 見

えた と まで言 い ま した。病 室 に は笑 い声

や愛 があ ふれ,そ こは小 さ な天国 の よ う

で した。

父 が亡 く な って,一 度伝 道 に出 るこ と

をあ き らめ た私 で したが,家 族 の反対 を

堂 け なが ら も再 び決 心 しま した。 そ して

今,ま だ ま だ未 熟 なが ら も宣教 師 として,

この すば ら しい伝道 の業 につ いて い ます

こ とを心 か ら感 謝 して います。 神様 は偉

大 です 。 その愛 は計 り知 れず,私 た ちの

想像 の 及 ば ない方 法 で私 た ち一 人 一人 を

愛 し,導 いて くだ さって い ます。神 様 は

確 か に生 きて い ら っし ゃい ます。

この福 音 の種 を私 に くだ さっ た宣教 師

に感 謝 して い ます。 そ して,私 をいつ も

心配 し,愛 して くれ る家 族 と,励 まし,

支 えて くだ さる ホー ムテ ィー チ ャー,監

督,ス テ ーキ部 長,伝 道 部長,愛 す る友

人 たち に心 か ら感 謝 してい ます。(あ べ･

み ゆ き1961年 生 まれ)

大阪ステーキ部阿部

野ワード部･大阪ワード

部教会堂の増築なる

阪 の地 で最 も古 い歴 史 とステ ーキ

大 部 セ ンタ ー的 な働 きと して,ス テ

ーキ部 大会 やダ ンスパー テ ィー
,結 婚 披

露宴 な どの 多 くの行 事 を行 な ってい る私

たち の教会 堂 は,俗 に100万 人 の ター ミナ

ル と呼 ば れ る南大 阪 の交通 の中心 地,天

王寺 よ り徒 歩 で約15分 の場 所 にあ ります。

最 初 に阿倍 野支 部 として建築 され たの

は,今 か ら20年 も前 の こ とです。

当 時,兄 弟 た ち はブ ロ ック を一 つ一 つ

積 み上 げ,姉 妹 た ちは兄 弟 や建 築 宣教 師

の ため に食事 を作 るな ど,金 銭 的 に も多

くの犠 牲 と奉 仕 が あ りま した。 また この

堅 固 な教 会堂 を見 る とき,本 当 に信 仰 を

もって建築 され た とい う ことが 強 く感 じ

られ ます。

今,こ の教 会堂 は,阿 倍 野 ワー ド部 と

大 阪 ワー ド部 の ふ たつの ユ ニ ッ トで使 用

⑪ 月昭 された

JMTC第78期 生

9名 の名簿

〈名前 〉
さか かみ

り.坂 上 厚 子
なお み

2.小 野寺 尚美

3.前lll真 喜子

4.野 村 喜 代美

5.月1村{憂 子

S:ス テ ー キ 部,W:ワ ー ド部

B:支 部,M:伝 道 部

〈出身地〉

札幌M/釧 路B

仙台S/上 杉W

l山台M/盛 岡B

沖縄那覇S/普 天間W

更京北S/浦 和W
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騨

目

マ

〈伝道地〉

更京南伝道部

東京南伝道部

神 戸伝 道 部

福 岡伝 道 部

岡山 伝道 部

轟

〈名前>

6.宮 地美佐 子

7,佐 久間豊=

8.安 居 撮

9.大 波多 正伸

^
ご

〈出身地〉

名古屋S/名 東北W

高崎S/小 山B

町田S/厚 木B

更京北S/川 越W

球u

爆

馬'秘

〈伝道地〉

岡u｣伝 道 部

仙 台伝 道 部

福 岡伝 道 部

岡 山伝 道 部
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完成した名古屋ステーキ部豊橋ワード部教会堂
1
i 14年 間の歩 み 一

知県の最も東に位置する豊橋の地

愛 に,初 め て宣 教 師 か送 られ た のは,

大阪万 博 の翌年1971年3月 の こ とて した。

それ か ら14年 後 の1985年8月4日,土 田

勝 ステー キ部長 の祈 りに よ って,豊 橋 ワ

ー ト部 の教 会堂 か主 に捧 け られ たの てす
。

前 畑

こ の14
_し

町,菰

る東新

1978年

ら引 っ

14

前 畑町 て最 初 の集 会 か開 か れて か ら,

この14年 間 に豊橋 ワー ト部 の教会 は,船
_し く ち

そ して現 在 教 会 の建 って い

る東新 町 へ と4回 の引 っ越 しを しま した。

1978年7月,手 狭 にな った船 町 の教会 か

ら引 っ越 した菰 口町 の教 会 は,鉄 骨 ス レ

●教会所在地:〒440愛 知県豊

橋市東新町E-1

TELO532(53)9938

一 トふ きの倉 庫 て した
。 床 を張 り,壁 を

作 り,ヘ ニ ヤ を張 り,ト アを付 け,兄 弟

姉妹 の犠 牲 と奉仕 に よって倉 庫 か立 派 な

礼 拝堂 に生 まれ変 わ りま した。 この改装

工事 中,兄 弟 姉妹 か受 け た奇 跡 と特 別 な

祝 福 は,次 の引 っ越 しの準備 段 階 て した。

菰 口町 時代 に主 の導 き によ って見 つ け

られ た東新 町 の 元製 糸工 場跡 地 に は,3

階建 ての 大 き な土蔵 と2階 建 て の民 家 が

建 って い ま した。土 地購 入 の 申請 か正式

に許可 され,半 年 間 か か って この土蔵 か

立派 な教 会堂 に改造 され ま した。 その 間,

別 棟 の2階 建 て の家 は,毎 朝 会 員 の奉 仕

に よ って少 しす つ解体 され,1979年12月

に 日本 て もユ ニー クな お蔵 の教会 堂 か完

成 した のて す。壁 土 を落 と し,瓦 を一枚
ほ 　 り

一 枚 はが し
,残 材 を鰍 や し,汗 と埃 にま

みれ た奉仕 会 を通 して,さ らに兄弟姉 妹

の信仰 と一致 か 強 め られ た のて す。

翌年,1980年2月 には支部 か らワー ト

部 にな る とい う大 きな祝福 を いた た きま

した。 宣教 師 の熱 心 な伝道 と会員 の働 き

に よ り,出 席 人数 も増 え,1985年1月,

鍬 入 れ式 か行 な われ て,つ い にす は らし

い正 規 の教 会堂 か完成 した のて す。 この

あふ れ る祝 福 は会 貝 すべ て に とって,什

分 の一 の祝 福 の証 て す。

献 堂 された美 しい教 会堂 て福 音 を学 へ

る ことは本 当 に大 きな喜 ひて す。 これ ま

て豊 橋 の地 て伝 道 して くだ さ った,数 え

きれ ない宣 教 師 の皆 さん に心 か ら感 謝 を

申 しあげ たい と思 い ます。 豊橋 の地 て成

長 し,各 地 て主 のみ業 に熱 心 に励 ん てお

られ る兄 弟姉 妹 の残 され た汗 と犠牲 と証

に心 か ら感 謝 申 しあ け ます。

豊 橋 ワ ー ト部 伝統 の｢伝 道 に対 す る火｣

を絶 やす こ とな く,常 に主 に心 を向 け,

この教 会堂 を フル に盾 用 し,こ れ か ら も

兄弟 姉妹 と共 に主 の み業 を進 め てい きた

いと思 っ てお ります。 この教 会 か確 かに

主 こ 自身の 導 かれ る真 の教 会 て ある こ と

を心 か ら証 い た します。(豊橋 ワー ト部監

督･杉 浦信 明)
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識六審講教ξ難…黙稼科課:程

以下の リストは両親や教師,個 人の福音 の

学習 に役立 てるために作成 された ものである。

1985年10月 の総大会説教 が,青 少年および成

人用教会教科課程の補 足資料 として利用でき

るようになっている。

福音の教義クラス1986年

課 教会幹部

15ダ リ ン･H･オ ー ク ス

16ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

21ロ ー レ ン･C･ダ ン

28ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 前)

33レ ッ ク ス･D･ビ ネ ガ ー

39ジ ョー ジ･P･リ ー

41ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン

43マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

ス パ ー ト

26エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前),

セ オ ドア･M･バ ー トン

扶助協会1986

●訪問教師メッセージ

3 エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(土 曜 午 前),

ダ リ ン･H･オ ー ク ス,ニ ー ル･A･マ ッ

ク ス ウ ェ ル

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト,ラ ッ セ ル･

M･ネ ル ソ ン,ダ リ ン･H･オ ー ク ス

L･ト ム･ペ リー,ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ

ン,ジ ョ ー ジ･P･リ ー

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー,カ ー ロ ス･E･エ

イ シ ー

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後),

セ オ ド ア･M･バ ー ト ン

トー マ ス･S･モ ン ソ ン

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー,マ ー ビ ン･｣･ア

シ ュ ト ン,デ レ ク･A･カ ス バ ー ト

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン(神 権 部 会),

セ オ ド ア･M･バ ー ト ン,レ ッ ク ス･D･

ビ ネ ガ ー

ジ ェ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後),

ラ ッ セ ル･M･ネ ル ソ ン

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レー(日 曜 午 前),

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

ゴ ー ド ン･B･ヒ ン ク レ ー(日 曜 午 後)

デ ィ ー ン･L･ラ ー セ ン,ロ バ ー ト･L･

バ ッ ク マ ン,セ オ ドア･M･バ ー トン,

ロ ー レ ン･C･ダ ン

ハ ー トマ ン･レ ク タ ー･ジ ュ ニ ア,ロ バ

ー ト･E･ウ エ ル ズ

ボ イ ド･K･パ ッ カ ー

マ ー ビ ン･J･ア シ ュ ト ン

日曜学校16コ ース 課 教会幹部

課 教会幹部
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79年 か ら80年 にか けて の冬 は，私

た ち の地 方 で は例 年 に 比 べ て 厳

しい もの で した。 降 り積 もった雪 で友 人

の 山小 屋 が つぶ れ，屋 根全 体 か らコ ンク

リー トの土 台 に至 る まで， すべ て建 て直

さなけ れば な りません で した。 その仕事

を，私 が引 き受 け る こ とにな りま した。

その 山小屋 は， 峡谷 の 中の奥 ま った所

にあ り， 川の岸 に沿 って生 えた う っそ う

と した松林 の間 に立 っ てい ま した。 あ た

りの景 観 と静寂 は， この世 の もの とは思

え ない ほ どの もの です。 こ うした仕事 を

受 けた場合 ， 普通 はだ れか助 けて くれ る

業者 を見つ け て一緒 にや るの です が，今

回 は 自分 ひ と りで や って み よう と決 め ま

した。 その場所 に行 く たび に， すば らし
せいちよう

い情 景 と清 澄 な雰 囲気 に接 して 感 動 を

覚 えて いた か らです。4月 末 にな り雪 が

溶け て 山小 屋 まで行 け る よう にな る と，

す ぐに私 は 兄の ラ ステ ィに手伝 って もら

い，建 物 の取 り壊 しにか か りま した。

陽 気 が だん だん と暖 か く なる につ れて，

私 は毎 日， 息子 の ケ ニー を連 れ て行 くよ

うに な りま した。 ケ ニー は その 当時2歳

半 で， 私 と一 緒 に仕 事 につ いて行 くの を

とて も楽 しみ に して い ま した。 ケ ニー は

目 に 入 る も の は 何 で も探 検 し て，一

日中ひ と りで遊 んで いま した。初 め』て見

る 自然の 美 し さ， 特 に リスや野 鳥 に夢 中

に な って いま した。 また， 雪解 けで 流れ

の速 くな った 川 に石 ころや棒 きれ を投 げ

て は何 時 間で も遊 ん でい ま した。 そ して

時 に はよ く松 の木 陰 で体 を丸 めて昼 寝 を

した りしてい ました。

来 る 日も来 る 日も こう して過 ぎ ま した。

ケ ニー は遊 んで い る間 にし ょっ中転 ん だ

りして， かす り傷 を作 って い ま したが，

私 は、憩、子 の こう した体験 も成 長 につ なが

聖徒 の道/1986年2月 号

る こ とが わ か ったの で， め った に手 を貸

して や る ことは しません で した。 こ うし

て ケニー は，新 しい環 境 に慣 れ る に従 っ

て，次 第 に自信 を持 ち始 め ま した。 それ

で も私 は， 息子 が まだ小 さ くて， また特

に雪解 けで 川が 深 く，流 れ も速 くな って

きて いた ので， 目を離 さ ない よ うに心 が

けて い ま した。 ケニ ーは意外 な く らいの

常識 を示 し，流 れ か らは あ る程 度 距離 を

置 い てい たの で すが， 日々 自信 がつ く に

つれ て流 れ に少 しず つ近 づ いて行 きま し

た。

ケニー を仕事 に連 れて行 く よう にな っ

て4，5週 間 た っ たあ る晩，私 は ひ どい

夢 を見 ま した。 ケ ニ ーが激 流 に落 ちて お

ぽれ て し まう夢 で す。 目が覚 める と じっ

と りと冷 や 汗 をか いて い ま した。 非 常 に

真 に迫 った恐 ろ しい夢 だ ったの で， 起 き

て も震 えが止 ま りません で した。

そ の夢 の後 は とう と う寝 つ け ませ んで

した。私 は 自分 を落 ち着 けて， 心 に波 の

よ うに押 し寄 せて 来 る恐怖 が一 体何 なの

か 一生 懸 命考 えま した。 そ して， この夢

は無視 して は な らない， ひ とつ の警告 で

あ る とい う結論 に達 したの です。 しか し

縦

同 時 に， 幼 い ケニ ー に何 と言 って， もう

二 度 と 山小 屋 に は一緒 に連 れ て行 って あ

げ られ な い こ とを話 した ら よいの かわ か

りませ ん で した。 ケニ ーが私 と一 緒 に山

に行 くの を どれ だ け楽 しみ に してい るか

を、思う と，心 を傷 つ け は しま いか と気 が

か りで な りませ ん で した。

翌 朝， 私 は妻 の ジ ョー ジア に 自分 が見

た夢 につ いて説 明 し，今 の 自分 の気持 ち

を話 し ました。 妻 もケニ ー を連 れ て行 か

ない こ とに は賛成 しま したが， が っか り

した ケニ ー を どうや って な だめ るか を心
の

配 して い まし た。

ケ ろ一 は その朝早 く起 きて きて， いっ

も どお り服 を着替 え始 め ました。 そして

私 たちの寝 室 に来 て， 私 の膝 の上 に座 り

ま した。 くつ下 と靴 を履 かせ な が ら，私

は まだ話 を切 り出せ な いで い ま した。

する と， ふ いに ケニ ーが言 い ました。

「お父 さん
， ぼ くき ょう一緒 に行 けな い

よ。」

「どう して だ い。」私 は驚 いて尋 ね まし

た。

「だ って川 でお ぽ れち ゃう もの。」 ケニ

ーは そ う答 えた ので す。

私 たち は喜 びで涙 が あ ふれ て きて止 ま

りませ んで した。 ケ ニー は昨晩 ，私 と同

じ警 告 を受 けて いた ので す。私 たち は大

きな平安 に満 た され ま した。天 父 が私 た

ちの、冑、子 を お守 りくだ さ り，生 涯 の召 し

を全 うで き る よう に聖霊 の導 きを与 えて

くだ さ った か らです。

魏 騰 醗

鯉

驚曇

難

胃隙

…離
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ヴ の たび，教 会 の若 い女 性 が正 しい生 活 を送 る ため の指針

」 となる「福 音 の7つ の標準 」が，世 界 中の 若 い女性 に向 けて

発表 され ま した。

これは，1985年11月10日 に， ソル トレー ク・シテ ィーの テ ンプ

ル スクウ ェア にあ る タバ ナ クルで 開か れ た特 別 フ ァイヤ サ イ ド

の席 上発 表 され た もの で，若 い女性 が福 音 に従 った生 活 を し，

天 の御 父 に仕 える う えで助 け とな る もの です。

中央若 い女 性会 長 の ア ーデ ス ・G・カ ップ姉 妹 は， この7つ の

標準 を生 活 に取 り入 れ る こ とが若 い女性 に とって大 切 で あ る こ

とを強 調 し， こう語 って い ま す。 「この標 準 に従 っ て生 活 す る

と， 自分 が一 体 だれ な の か とい う ことに つい て いつ も考 え る よ

うにな ります し， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ、ス ト教 会 の若 い女性 で

ある こ との価 値 を心 に留 める よ うに な ります。」

また教 会 の世 界 中の若 い女 性 に向 けて， 十二使 徒 定員 会 会員

の ラ ッセル ・M・ ネル ソ ン長 老 は こ う語 りました。 「十代 と い う

時期 は， 教会 のた め に， また主 の王 国 の ため に 自分 は何 がで き
お とめ

るか を考 える時期 です。 若 い女性 の皆 さん は， 『真理 の処 女 』に

ならなけれ ばなりません。 『真理 の処 女 』はまず 第一 に 自分 が神 の

娘 であ る こ とを学 び ます。 つ ま り， 自分 に はキ リス トの よ うな

特質 が あ って，努 力 す れ ば神 と似 た者 に なれ る こ とを理 解 す る

の です。 また若 い女 性 は若 い男性 と共 に特別 な生得 権 を持 って

いて1共 に協 力 す る こ とに よって神 権 の最 高 の階 級， す なわ ち

新 しくか つ永 遠 の結婚 誓約 に入 る ことが で きるの で す。」

また ネル ソ ン長 老 は こう呼 びか けて い ます。「若 い女性 の皆 さ

ん，真理 に根 ざ した生 活 を して くだ さい。そ して みた ま の導 き に

よ って ほ かの人 々 を祝 福 する こ とがで きる よ うに備 え を しま し
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よう。福 音 を教 え，祝 福 につ いて証 が で き るよ うに しま しょう。

自分 自身 を高 め， 豊 か に し， 家庭 にあ って は信 仰 の 中心 に な り

ま し ょう。 皆 さん はほ かの 人々 にい ろい ろな立 場 で祝福 を与 え

るこ とが で きます 。将 来 は母親 と して， また家族 の一 員 と して，

あ る いは学校 の クラ スの リーダ ー と して， さ らに は真理 の 実践

の場 で あ る世 の 中で， そ して 暖炉 や ベ ビー ベ ッ ドの か たわ らで，

祝 福 を与 える ので す。」

模範 を もって導 き，教 え ると いう概 念 は，次 のカ ップ姉 妹 の

言葉 と呼 応 す る もので す。「守 り手 と して ほ かの 人々 を導 くの は

だれ で し ょ うか。皆 さん は内 な る力 を持 っ てい ます。 皆 さんの

力で ほ かの 人 を救 え るの です。 勇気 を出 して立 ち あが りま しょ

う。 この世 の悪 の声 に対 抗 で き るの はだ れ で し ょうか。低 俗 な

娯 楽 や広告 に声 を あげ て対 抗す る義 な る若 い女 性 は だれ で し ょ

う。 霊 と肉体 を清 く保 つ ため に， アル コール や薬 物 な どの有 害

な物 を とらな い運動 に加 わ るの はだれ で し ょうか。

私 は約 束 します。 も し皆 さん が守 り手 と して ほ かの人 々 を義

に， つ ま リイエ ス ・キ リス トの福 音 に導 くな らば， 主 は皆 さ ん

に力 を与 えて く ださ るで しょ う。皆 さん は天 の御 父 と御 子 の愛

をさ らに強 く実 感 で きる に違 い あ り ませ ん。 正 しい こと をな す

ため の一 つ一 つ のス テ ップ が皆 さん を強 く し， さら に大 きな 自

信 を生 み 出す ことで しょ う。 そ して 悪魔 が， 邪悪 な事 柄 を好 ま

し く， 人受 けが よ く， また心 地 よ い もの に見せ か けて い る こと

をす ぐ に見 破 る こ とがで きる よ うにな るの で す。

皆 さん は みた まの導 きを受 け， 『現 在 の事 をあ りの ま ま』(モ

ルモ ン経 ヤコブ4：13)に 見 ま す。 ま た皆 さん は正 しい こ とを し

よ う と決意 して い ます か ら，世 の人 とは， は っ き りと違 って き

ます 。彼 らは皆 さんに魅 力 を感 じるようになるでし ょう。生 きた

証 で あ る皆 さ ん は福 音 の光 を輝 か せ ます。 そ して 皆 さ ん を通

して福 音 を受 け入 れ た人 は， 皆 さんの永 遠 の友 とな るで しょう。

私 と共 に，教 会 の若 い女性 の一 大運 動 に参 加 で きる よう備 え

を し まし ょう。 もう一 度 決意 を新 た に して福 音 に従 う運 動 で す。

この運 動 に参加 す る こと によ って皆 さん は，歴 史 を作 り予 言 を

成就 す る業 に加 わ る こと にな るの です。」

この カ ップ姉 妹 な らび にネ ル ソ ン長老 の説教 は， 若 い女 性 の

標 準 を紹介 し た小 冊 子 に収 め られ て， 間 もな く皆 さんの お手元

に届 け られ る予 定 です。
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若刀女性の標準

末日聖徒イエス ・キリヌ ト教会の若の女性ビあθ，天の御父の

娘τある私たちは，こ1こに述べられた標準を受け入れτ守る乙ど

により，神聖な誓約を交わ し，神殿の儀式を受け，昇栄の祝福に

あずかる乙どが ごぎます。

1.信 仰

私は天の御父の娘です。御父は私を愛してください

ます。私は救い主イエス ・キリストを中心とした御父

の永遠の計画を信じます。

2.神 から受け継いだ特質

私は神から受け継いだ特質を育てていくように努力

します。

3.個 人の価値

私の価値の貴さは計り知れません。神から授かった

使命を全うできるように努力します。

4.知 識

学び成長する機会を見つけるようにいつも心がけま

す 。

5.選 択と責任

私には善悪を自由に選択することが許されています

が，選択の結果については責任をとらなければならな

いことを知っています。

6.よ き行ない

皆の先頭に立って義なる奉仕を行ない，王国を建設

します。

7.誠 実

正しいとわかっていることは勇気をもって実行しま

す。
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、
シ才ンの讃 美歌

、 教
会 が組 織 され て まだ数 カ月 しか た

って い ない1830年7月 ， 主 は予言

者 の妻 エマ ・ス ミス に， 最初 の末 日聖徒
へんさん

の讃 美歌 集 を編纂 す るよ う命 じ られ ま し

た。 これ だけ を とって みて も，教 会 にお

、 ける讃美 歌 の重 要性 が わ か ります が，主

はさ らに その重 要性 を強 調 して こう言 わ
よろこ

れ ま した。「す べて心 の歌 は，われ の悦 び
しか

な り。然 り，義 しき者 の歌 は われ に対 す
こうぺ

る祈 りな り。彼 らの頭 に祝福 を与 え てそ

、
こた 　

の応 え とな さん。」(教 義 と聖約25：12)

ウ イ リヤム ・W・ フ ェルプ ス とい う有

能 な助手 を得 て， エ マ は讃 美歌 集 を編纂

し，1835年8月 ， オ ハイ オ州 カ ー トラ ン

ドで 出版 した の です。 そ の は しが きに は

、
こう記されています・「主に栄光をグ帝する

ため に選 曲 され た以下 の歌 が， さ らに 多

くの歌 が作 られ， 多様 な シオ ンの歌 に恵

まれ る 日 まで， あ らゆ る 目的 にかな うよ

う切 に望 む もの であ る。」

、
初めて末日聖徒の讃美歌集が出版され

て以来 ，150年 を経 た今 日，数 々 の 「多様

な シオ ンの歌 」 が書 かれ ，聖 徒 た ち に音

楽文 学 と して親 しまれ て きて い ます。 そ

の 多 くは長年 にわ た り大 切 に歌 い継 が れ

、
てきたもので あらゆる国籍の聖徒たち

によ って愛 され， 歌 われ て い ます。

「歴 史 的 に見 て も
，親 しまれ てい る讃美

歌 は，素 人 の作 に よ る もの が 多い よ うで

す。 彼 らはだれ に で もわ かる 日常 の経験

、
を歌にしているのです・」中央教会音楽委

員会 の委 員長 であ る マイ ケル ・F・ム ーデ

ィー兄弟 はそ う語 って い ます。

主 の生 ける教 会 に おい て は， 啓示 は途

絶 え る こ とが あ り ませ ん。 で すか ら， そ

、
の啓示の所産である証は・代々人々の・

を通 して語 られて い き ます。 そ して どの

世代 も状 況 こそ違 え，福 音 の 原則 にそ っ

て生活 して い くこ との大切 さ に変 わ りあ

りません。 そ して どの世 代 に も言 える こ

とは， 自分 の証 や霊 的発 見 を，詩 や 音楽

に託 して表現 しよ う とする 人が い る とい

うこ とです。

「讃 美 歌 は本 来 人 の 心 に作 用 す る もの

で すか ら， 人 々の必要 として い る もの を

す ぐに満 た して くれ るはず で す。 しか し

それ らの必要 も，年 々変 わ って きて いる

よ うで す。 それ ぞれの世 代 の 人々 の心 に

通 じる もの を良 い讃美 歌 とす れ ば， 偉 大

な讃美 歌 とは， 世代 を超 えて 存続 す る も

の と言 うこ とが で きます。」ムー デ ィー兄

弟 はそ う語 って い ます。

こ こ数年 間 に，6千 曲 に もお よ ぶ讃 美

歌 が会 員 の手 によ って書 か れ，提 出 され

て き ま した。 ム ー デ ィー兄 弟 は こう続 け

て い ます。「提 出 され た讃 美歌 は，福 音 に

対 す る深 い愛 が にじみ 出た もの ば か りで

す。 それ らの讃 美歌 の 陰 には，霊 感 を受

けて 作 曲 した 人々 の 存在 が 感 じ られ ま

す。」

提 出 され た新 しい讃 美歌 の う ち， 何 曲

かが英 語 の最 新 版 に加 え られ る こ とにな

りま した。特 に興味 深 いの は， 作詞 が教

会幹 部 の手 によ る讃美 歌 も含 まれ て い る

とい う ことで す。 大管 長会 の ゴー ドン ・
あがな

B・ ヒ ンク レー副管 長 も， 『願 いの 主 は生

きた もう』(仮 題)と い う讃 美歌 の作 詞 を

手 が けて い ます。 これ には，亡 くな った

七 十人 第一 定員 会 会長 のG・ ホ ーマ ー ・

ダ ラム長老 が 曲 をつ けて い ます。 また先

日亡 くな った 十 二 使 徒 定 貝 会 の ブ ル ー

ス ・R・ マ ッコ ンキー長 老 も 『我， キ リ

ス トを信 ず 』(仮 題)の 詞 を書 い て い ま

す。 これ らはい ずれ も，本 年 中 に 「聖 徒

の道」 に掲 載 され る こと にな って い ます。

また教会 の集会 には大 人 と一緒 に子供

た ち も出席 す る ことか ら，今 度 の新 しい

讃 美歌 に は，特 に子供 向け に書 かれ た歌

(『わた しは神 の子』な ど〉も加 え られ ま

す。 音楽委 員 会 の マー ビン ・ガー ドナ ー

兄 弟 は こ う言 って い ます。「小 さな子 を持

つ親 と して思 う ことで すが， 子供 た ちの

知 っ てい る歌 や讃 美歌 を歌 う ことに よっ

て， 彼 らに一 緒 に集 会 に出て い る という

気持 ち を強 く持 たせ る こ とが で きる ん じ
ヨ

やな いで しょ うか。子 供 た ちの好 きな歌

とい うの は， た いて い大 人 も好 きで すか

らね。」

新 しい讃美 歌集 には ドイ ツ， フ ィ ンラ

ン ド， ス ウェー デ ン， オ ラン ダ， イ ギ リ

ス， ア イル ラ ン ド地方 の旋 律 が かな り取

り入 れ られて お り，教 会 の国 際性 が反 映

され て い ます 。 さ らに， い くつ かの よ く

知 られて い る末 日聖徒 の 讃美 歌 に も手 が

加 え られ， も っと 多 くの国 々で容 易 に歌

え る よう に工 夫 が な され て い ます。

新 しい讃美 歌 を この 「聖 徒 の道 」 で紹

介 で きる こと は大 きな喜 び です。 大管 長

会 メ ッセー ジ の中 に，次 の よ うな下 りが

あ ります。「霊 感 あ ふれ る音楽 は，私 た ち

の教会 の集会 に欠 かせ な い大 切 な もので

・す。 讃美 歌 は主 の みた ま を招 き入れ， 敬

慶 さ をか も し出 して くれ ます。 また会 員

と して の一致 を高 め させ， 主 への賛 美 の

仕 方 を教 えて くれ ます。

讃 美歌 を歌 う こ とに よって， 私 た ちは

大切 なみ教 え を学 ぶ こ とがで き ます。讃

美歌 は私 たち を悔 い改 め させ， 良 き業 へ

と導 いて くれ ます。 また証 と信 仰 を確立
いや

させ，疲 れ る者 を癒 し，悲 しむ者 を慰 め，

私 た ちが終 わ りまで耐 え忍.ζミことが でき

る よう励 ましを与 えて くれ ます… 一、兄弟

姉妹 の皆 さん， 集会 の中 に，家 庭 の 中に

そ して私 た ち個 人 の生 活 の 中に主 の みた

ま を招 き入れ るため に， 讃美歌 を利用 し

ま し ょう。 讃 美歌 を覚 え， よ く考 え，繰

り返 し歌 い なが ら， そ の霊 の糧 を取 り入

れ ま しょ う。 正 しき者 の歌 は天父 に対 す

る祈 りで あ り，天 父 は 『(あなた方 の)頭

に祝 福 を与 えて そ の応 え と』 して くだ さ

る こ とを忘 れ ない で くだ さい。」

注 ：本誌 掲載 分 の翻 訳 は ，初 版 を訳 され

た柳 田聰 子姉 妹 の協 力 を得 て い ます 。
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●これは，ジョセフ・スミスと時代を同じくする入々

が彼から直接に聞かされたとする最初の示現に関す

る記事である。当時の彼らの話には共通点があり，

しかもジョセフが記した最初の示現の声明に見られ

る重要な論旨がすべて含まれている点が興味深い。

(注1)か くしてこの記事は，人類史上比類なき示

現を結び固めるものとなっている。

オルソン ・ブラット

、 シガ ン州 ポ ンテ ィ アク支部 が 組織 され た1年 後 の1834年 ， ジ ョセ フ ・ス ミス と数 人、

、 の モ ルモ ン経 の見証 者 は， 支部 の会 員 た ちに 自分 た ちの霊 的 な経 験 を力 強 く証 して

い ます。 改宗 して当 時 の集会 に出席 して いた エ ドワ ー ド ・ステ ィー ブ ン ソン は， 予 言者 の

証 を要 約 しなが ら次 の よ うに述懐 して い ます。「予 言者 は天父 と御 子 の訪 れ を，そ して御 二

方 と言葉 を交 わ した こと を力強 く証 した。 これ ほ どの力強 さを， い まだか つて経 験 した こ

とが なか った。」(注2)

ジ ョセ フ ・ス ミス と親 交 の あ った人 々 や彼 と直接 話 した人 々 は， 同 じ よう に予 言者 が そ

の聖 な る経 験 につ いて語 って くれ た こと を宣言 して い ます。 当時 を知 る彼 ら は， ジ ョセ フ

にみ姿 を現 わ された御 二 方 の様 子 と，天 父 と御 子 か ら受 けた み言葉 とが ジ ョセ フの 口を通

して 明 らか に された と証 して い ます 。

オ ル 、ノン ・ブ ラ ッ ト の 記 事

ジ ョセ フ ・ス ミスの時代 に， オル'ノン ・プ ラ ッ トほ ど説 教 や著述 の中 でか の歴 史 的 な出

来事 につ い て幾 度 とな く触 れて い る改宗 者 は い ない で し ょう。1830年 代 の10年 間 と1839年

か ら40年 に かけ ての冬 は， 予 言者 に とって オル ソ ン ・プ ラ ッ トは最 も忠実 な生 徒 で した。

1830年9月 にバ プ テス マを受 けた ばか りの彼 は，19歳の改宗 者 と して320キ ロ以上 もの距離

を旅 して予 言者 に会 い に行 き， その年 の12月 に長老 に聖 任 され てい ます。 ジ ョセ フが オハ

イオ州 カー トラ ン ドに移 った と きには， オル ソ ン ・プ ラ ッ トも行動 を共 に して い ます。 そ

こで は2カ 月近 く を予 言者 の家 で過 ごし，共 に働 き ま した。彼 は予 言 者 の塾 の最初 の生徒

と して，1833年 の大半 を予 言 者 が語 る回復 され た信 仰 の歴 史 と教義 を聞 いて過 ご しま した。

1830年 代 の初頭 には ジ ョセ フ と共 に ミズー リ州 西部 を旅 し，1835年 には主 の十 二使 徒 に召

され ま した。

オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トと ジ ョセ フ ・ス ミスの接触 は1839年 か ら1840年 の初 め ま で続 き ま し

た。1839年 の晩春 か ら初夏」こか けて は， ジ ョセ フ ・ス ミスの住 まい か らそ う遠 くな い ミシ

シ ッ ピ川沿 いで暮 ら し， そ の年 の後 半 に はペ ン シル ベ ニ ア州 フ ィラ デル フ ィアヘ 向 か う予

言者 に同行 し， 短期 の伝道 を して い ます 。 その後 ス コ ッ トラ ン ドの エ ジ ンバ ラの地 へ行 っ

て9カ 月近 く福 音 を宣 べ伝 え，200人 以上 の聖徒 か らな る教会 を打 ち建 て・る と とも に，現 在

「驚嘆 す べ き示 現 」と いう表題 の つ い たパ ンフ レッ トを発 行 し ました
。(注3)こ の伝道 用

のパ ンフ レッ トは1840年 の秋 に発行 され ました。 最初 の示現 が 活字 とな った もの として は

初 め ての もの で す。(注4)ニ ュー ヨー ク州 パル マ イ ラの近 くで 天父 と御 子 に まみ え た出来

事 か らモ ロ ナイ の訪 れ， そ して モル モ ン経 の3人 の 見証 者 と共 に した経 験 までが， ジ ョセ

フ ・ス ミスの初 期 の示 現 として記 されて い ます。 プ ラ ッ ト長 老 はこの パ ンフ レッ トを1841

年 に2回 増 刷 し，1842年 に も版(ア メ リカ版 第3版 と呼 ば れて い る)を 重 ね て います。 ア

メ リカ版 で は神権 の回復 も含 まれて い ます。
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ジ ョセ フ ・ス ミス の歴史 記録 を記 した

書 とパ ンフ レ ッ トとを比較 する と，予 言

者 の歴 史(特 に1838年 の記 述)の 中 に読

み取 れ る主 な概 念 が プ ラ ッ ト長 老 の著 作

の中 に も見 られ ます。 プ ラッ ト長 老 のパ

ンフ レッ トには直接 の引 用 が な く， ジ ョ

セ フの1840年 以前 の著 作 と も文体 がか な

り違 うた め， オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トに よる

歴 史 は明 らか に ジ ョセ フの著 作 そ の もの

よ りも， そ の教 えか ら学 ん だ こ とに基 づ

いて い る ことが わ か ります。

1859年 に最 初 の示現 につ い て述 べ た説

教 の中 で， プ ラ ッ ト長老 は次 の よう に言

っています。「彼の 口から語 られ たとお りに

簡単 な経 歴 を お伝 え しよ う。彼 が そ れを

語 るの を よ く耳 に した もので あ る。」(注

5)こ の パ ンフ レッ トを出版 した こ とで，

結果 と して オル ソ ン ・プ ラ ッ トは ジ ョセ

フ ・ス ミスの初 期 の示 現 を見事 に要 約 し

て世 に知 らしめ たば か りで な く， その真

実性 を証 した ことに な り ます。

次 にあ げ るの は 「驚 嘆 すべ き示現 」の

1840年 度 版 か らの抜粋 です 。 ジ ョセ フ ・

ス ミスの著作 の中 に ある声 明 と よ く似 た

箇所 は下 線 で記 して あ ります。文 末 にあ

る括 弧 の中 の年代 は， ジョセ フ ・ス ミス

が最初 に資料 に記録 した年 を記 した もの

で す。 多少 の記 述 の相 違 はお そ ら く文 章

をつ け加 えた か， あ るい は ジ ョセ フ は記

録 しなか った がオ ル ソ ンには話 した こ と

によ る もの と思 わ れ ます。(注6)

以 下 に記 す 重 要 な発 見 を した ジ ョセ

フ ・ス ミス氏(二 代 目)は ， 主 の1805年

12月23日 ， バ ー モ ン ト州 ウ ィ ン ゾ ル郡 シ

ヤロ ンの町 で生 まれた。 彼 の両親 と家族

は ニ ュ ー ヨ ー ク州 パ ル マ イ ラ に移 っ た が ，

そ の と き彼 は10歳 であ っ た。(1838年)そ

の後 ，11年 程 住 ん で いた場所 に近 い マ ン

チェ スター の町 に移 った。生 計 を立 て る

た め に土 地 を耕 す こ とを職業 と し， その

こ とに1日 の大半 が消 えて い た。読 み書

きの知 識 を身 につ け るに は まった く不 利

な状 態 だ った ため，受 け た教 育 と言 えば

ほ んの一 般 的 な分 野 を2，3学 ぶ程 度 で

しか なか った 。読 む こと にはあ ま り苦労

しな か ったが ，書 く ことは ほ とん ど無理

で，算 術 の基礎 も本 当 に限 られ た もの し

か理解 して いな か った。(1832)(注7)

彼 の学 識 と言 えば これが 限度 で あ った。

合 衆 国 中の普 通学 校 で はほ かの学 問 もわ

りあ い広 く教 え られ て いた が，彼 には ま

った く関係 な いこ とで あ った。

最 初 の 示 現 の 背 景

14，5歳 頃 にな る と， 彼 は 自分 の行 く

末 の心 構 えを しな けれ ば と真 剣 に思 い始

めて い た。 それ は非 常 に重要 な問題 で，

魂の救いもその同じ問題を正しく理解す

る こ と にか か っ て い る と考 え て い た。

(1832)… 一彼 が知 識 を求 めて各 教 派 を

訪れ ると， どの教 派 も独 自の教義 を示 し

て主 張 す るの だ った。「これ が道 で す。入

っ て 歩 ん で み ま せ ん か 。」(1838)一 再

び彼 の心 に， 一体 神 は創 造主 で は な くひ

とつの教 義 に過 ぎ な いの か とい う思 いが

わ き起 こ り， ひ とっの教 派 だ けを 自分 の
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教会 として認 め る こ とはで きな か った。

(1842)そ して その よ うな教 派 は ひ とつ

の教義(た と えどの よう もので あれ)を

信 じて教 える人 々の集 ま りであ って ，伺

じよ うな分 派 を作 るの だ ろう と考 えた。

それ か ら何 百 もの教 派 を生 み出 して いる

膨大 な数 の教義 を思 った。彼 は 自分 の心

に次 の よ うな大 き な問 いか け を して み た。

「これ らの教 派 の 中で どれ か ひ とつが キ

リス トの教 会 だと した ら，一体 それ はど

れ だ ろうか。」(1838)… … そ こで彼 は聖

書 の神 聖 な記 録 を ひ もと き， しか も読 ん

だ箇所 を心 か ら信 じなが ら学 び始 め た。

やが て彼 の心 は次 の聖 句 に引 きつ け られ

た。「あな たが たの うち，知 恵 に不 足 して

いる者 が あれ ば， そ の人 は， とが め もせ

一 三，

願い求めるがよい。そうすれば，与えら

れ るであ ろ う。」(ヤ コブ15)(1838)

・それ は暗 やみ を照 らす一条 の光 に も

似 て いた。 も し神 に尋 ね た ら， 数 あ る教

義 の 中で キ リス トの教義 につ いて ， また

数 ある教 会 の 中で キ リス トの教 会 にっ い

て知識 を得 るに違 い ない とい う可能 性 ，

あ るい は確 か な見込 み， む しろ確 信 が彼

の心 に あ った。 そ こで彼 は父 の家 か ら近

い森 の中 へ入 り， 人 目の つ かな い場所 に

彼 が祈 り続 け る と， 光 は次 第 に彼 の方 へ

降 りて来 て ，近 づ くにつれ て輝 きを増 し

て い った。 や がて光 は木々 の真 上 に さ し

か か り， あた り一面 が この上 な い栄光 と

輝 きで照 ら し出 され た。光 が木 々 の葉 や

大 き な枝 を包 み込 んで 焼 き尽 くす か と思

わ れ るほ どだ っ た。 しか しそう はな ら な

いこ とが わかる と， 彼 はその輝 きに耐 え

られ る よう にと心 を奮 い立 たせ た。光 は

ゆっ く りと降 りて 来 てや がて地 の上 に と

どま り， 彼 はその真 った だ中 に包 み込 ま

れ た。光 が彼 に ふ り注 が れ た とたん，体

中 の全組 織 に特 別 な感覚 が走 り抜 け てい

った。 そ して す ぐに， それ まで彼 を取 り

巻 い て いた 自然 界 の すべ て か ら， 心 が解

き放 たれ て いっ た。

1820年 の 示 現

そ れ か ら天 よ りの示 現 に包 まれた彼 は，

姿 形 の実 に よ く似 た(1842)栄 光 に満 ち

たふ た りの御方 を見 た。(1838，1842)彼

は 自分 の 罪 が 赦 さ れ た こ と を知 ら さ れ

(1832)， さ らに以 前 か ら彼 の心 を騒 が せ

ひ ざまず い て主 を呼 び始 め た。(1838)す

る と問 もな くや みの 力 に激 し く捕 らえ ら

れ て打 ち負 か され そう にな った が， 救 い

を求 め て祈 り続 け， やが て暗 黒 が彼 の心

て いた問題 につ いて も教 えを受 け た。 す

なわ ち， あ らゆる教 派 は誤 っ た教 義 を信

じて い るた め(1832，1838，1842)， 結果

として どの教 派 も神 の教 会 あ るい は神 の

王国 として神 か ら認 め られ て いな い とい

うこ とであ る。(1832)そ して どの教 派 に

も加 わ らない よ うにと命 じ られ る(1838)

とと もに，真 実 の教 義 す なわ ち完全 なる

か ら去 って行 った。(1838)こ う して魂 を

ふ りしぽ って神 か らの答 えを熱心 に願 い

福 音 が い つの 日か彼 に示 され る とい う約

束 を受 け た。 その後 ， 彼 の心 に筆舌 に尽

くしがたい静寂と平安を残して示現は退

セ フ に語 りか け られ たの は御 父 と御 子 で

あ った と宣言 して い よす。「ミレニアル ・

ス ター」 の編 集 に携 わ って い る間 に，彼

は『御 父 と御 子 はふ た りの別個 の御方 か』

と い う題 の記事 を書 きま した。 プ ラ ッ ト

長 老 はその 中で ，神 会 の御二 方 が別 の個

性 を持 って お られ る とい う 自身の信 仰 を

擁 護 す る ため， 聖典 か らの証 拠 と教 会歴

史 に ある事実 を載 せ てい ます。 プ ラ ッ ト

長老 は教 義 を教 える ため に教 会 歴 史 を引

用 して， ジ ョセ フ ・ス ミス と シ ドニ ー ・

リグ ドンが 「神 の右 」 にお られ るキ リス

トを1832年 の2月 に見 た こと(教 義 と聖

約76章)， また ジ ョセ フ・ス ミスが最初 の

示現 で 「御 父 と御 子 の おふ た り」 を見 た

こ とを宣 言 して い ます。(注8)

ソル トレー ク盆 地 へ移 動 した後 の説教

で， 時折 プ ラ ッ ト長 老 は予 言者 か ら聞 い

た神聖 な体 験 につ いて伝 えて い ます。 た

とえば1859年 の説 教 で は， ジ ョセ フ ・ス

ミスか ら聞 い た話 として， ジ ョセ フの14，

5歳 の ときの経験 を次 の よ うに公表 して

い ます。「彼 は示 現 を見 た。そ して栄 光 に

満 ち たふ た りの御 方 を見 た。 ひ と りの御

方 が も うひ と りの御 方 を差 して，『こはわ

が 愛 す る子 な り。 彼 に聞 け』 と仰 せ に な

った。 それ か らジ ョセ フは彼 自身の こと

につ いて 多 くの指 示 を受 け， いずれ の教

会 に も加 わ って は な らない と命 じられ た。

さ らに近 い将 来 に完全 な る福 音 が示 され，

彼 が み手 な る器 として神 の王 国 の基 を据

え るで あ ろう と知 らされ た。」(注9)

求 める う ちに， つ いに彼 は真 上 の天 に栄

光 に満 ちて輝 く一 筋 の光 を見 た。 その光

は初 め か な り遠 くか らの よう に思 えた。

いた。(1832)

そ の後 オル ソンは，最 初 の示 現 で ジ ョ

オ ル ソ ン ・ハ イ ドの 証

もうひ と りジ ョセ フ ・ス ミス の親 友 で，

予 言者 自身 が その歴 史 記録 を出版 す る以
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ユー して記 事 を発表 して い ます。 編集 者

は最 初 の示 現 に先 立 って心 に生 じた変 化，

また， 少年 ジ ョセ フが どの教会 に加 わ る

べ きか を知 りた い と願 った こ と， さ らに

ヤ コブの訓 戒 に従 って祈 った こ とにっ い

て論 じて い ます。 そ して最 初 の示現 にっ

いて は，予 言 者 自身 か ら聞 いた と述 べて

い ます。

彼 は ジ ョセ フ ・ス ミスの 言葉 を次 の よ

うに引用 して い ます 。「私 は光 を見 た。そ

れ か ら光 の 中 に栄 光 に満 ちた御 方 と もう

ひ と りの御 方 が見 え， 最初 の御 方が あ と

の御 方 に言 われ た。『こはわ が愛 す る子 な

り。彼 に 聞 け。』 そ こで私 は あ との御 方

に， 主 よ どの教 会 に加 わ るべ きか と尋ね

た。 そ の御 方 はいず れ の教 会 も誤 って い

る故 に加 わ ら な い よ うに と答 え た もう

た。」(注11)

改 宗 して ノ ー ヴーの聖徒 と共 に集合 し

たア レキサ ンダー ・ネ イバ ー は，夕 食 の

とき にジ ョセ フが語 った こ とを 日記 に記

して います。 ネイバ ー は， 予言 者 が聖書

の祈 りの聖 句 に心 ひか れて森 へ 入 っ て祈

った と語 った こ とを書 いて い ます。 彼 は

しば ら くの間舌 が しびれて物 が言 えず，

それ か ら彼 の も とへ ゆっ く りと降 りて く

る炎 を見 ま した。彼 には 「そ の炎 の 中に

光輝 く顔 と青 い 目を した御 方 が見 え， も

うひ と りの御 方 が初 めの御 方 の かた わ ら

に来 られ た。 そ こで ス ミス氏 が メ ソジス

ト派 の教 会 に加 わ るべ きか どう か尋 ね た。

否， 彼 らrはわ が 民 に あ らず 。彼 らは 道

を誤 て り。善 を行 な える はひ とつだ にな

か らん。 こは わが愛 する子 な り。彼 に聞

け。」(注12)

ジ ョン ・テ イ ラー大管 長 も当時 ジ ョセ

フ ・ス ミス と 「ご く親 しか った」 人 のひ

と りで，予 言 者 の 口か ら最初 の示現 につ

い て聞 か され ま した。 「私 は彼(ジ ョセ

フ ・ス ミス)と 旅 を した。 公私 にわ た っ

て 彼 の傍 らにあ り， あ らゆ る評 議 会 で彼

と交 わ って きた。 公式 の説 教 に耳 を傾 け，

友 や気 の お けな い仲 間へ の助 言 を耳 に し

たの も数 え きれ な い。 彼 が家 で家 族 に接

す る態 度 も目に して き た。 カー セー ジで

の暗殺 の とき も彼 と共 にあ った。私 は神

と天使 の み前 と人 々 の前 で証 す る。彼 は

善 良 で徳高 い立派 な 人 だっ た。公私 と も

に罪 や汚 れ のな い人 で， まさ しく神 の人

と して生 き，亡 く なっ た。」(注13)

ジ 享セフ が話 して くれ た こ とを思 い起

こ して， テ イ ラー長老 は次 の よう に語 っ

て いる。「彼 がそ れ にっ いて話 して くれ た

こ とを お伝 えす る こ とが で きる。 彼 の話

に よれ ば， 神 の方 法 や意 図，1目的 につ い

て よ くわか らな い， とい うよ りは何 も知

らなか った ので あ る。 彼 は 当時宗 教界 の

事 情 や制度 ， 理論 な どには無知 な若者 だ

っ た。 彼 は ヤ コブ の言葉 を読 ん で主 の み

もとへ行 ったの だ。 そ の言葉 を信 じて主

の み もとへ行 き， 尋 ね求 め たの で ある。

そ して主 は御 子 で あ られ るイエ ス と共 に

彼 に ご 自身 を現 わ し， 御 子 を指 して言 わ

れ た。 『こは わ が 愛 す る子 な り。彼 に聞

け。』そ こで彼 は 自分 を取 り巻 く様 々な宗

教 につ いて尋 ね た。 どの教 派 が正 しい か

を尋 ね た。正 しい道 を知 って， そ れ に従

っ て歩 みた い と思 って い たか らで あ る。

彼 の受 けた答 え は， いずれ の教 派 も正 し

くない， いずれ もみ な正 しい道 か ら それ

て い る とい うもの で あ った。」(注14)

テイ ラー長 老 は， 最初 の示 現 で 明 らか

θ

にされ た基本 的 な真理 を ジ ョセ フ ・ス ミ

スか ら直 接 学 んだ と言 って い ますが， そ

れ ばか りで な く，ジ ョセ フ・ス ミスの1838

年 の歴史 記録 の中 で論 じてい る教 会 の組

織 に先立 つ出来事 が正確 な もので あ ると

も宣 言 して い ます。

1880年10月 の第50回 教 会 半期総 大会 に

お いて， 教会 員 はテ イラ ー長老 を予 言者，

聖 見 者 に して啓 示 を受 け る者 と して支 持

しま した。この支 持 に伴 って，ジ ョー ジ・

Q・ キ ャノ ン第一 副 管長 は テイ ラー長 老

の指 示 に よ り， ジ ョセ フ ・ス ミスの最初

の示 現 にかか わ る1838年 の記述 を含 む教

義 と聖約 と高価 なる真珠 の新版 を， 集会

で提 示 し ました 。そ して 出席 した 人々 に，

それ ぞれ の書 とその 内容 を 「神 か らの も

の と し， さ ら に民 や教 会 の定 め と して 」

受 け 入 れ る よ う に 求 め た の で す。 それ

か ら ジ ョセ フ ・F・ ス ミス 第 二 副 管 長

は， 会 員 は それ らの書 を 「神 か ら教 会 へ

の啓示 」 として受 け入れ るとの動議 を提

示 し ました。指 導 者 と会員 た ちは満場 一

致で ，教 義 と聖 約 と高価 なる真珠 にあ る

最初 の示現 と ほかの事 柄 が神 の霊 感 に よ

る もの であ る と認 め ま した6(注15)、

この支持 に よ り， 大管 長会 と十 二使徒

会(大 半 が ジ ョセ フ ・ス ミス と個 人 的 に

面 識 が あ った)お よ びほ かの教会 員 は，

1820年 の示現 を内容 とす る ジ ョセ フ ・ス

ミスの1838年 の歴 史 記録 が， 実際 の歴 吏

的 な出来事 を記 した信 頼 に足 る もの であ

る と証 して い ます。

1830年 か ら現在 に至 る まで，教 会幹 部

お よび全世 界の末 日聖 徒 は，最 初 の示 現

に関 しての ジ ョセ フ ・ス ミスの教 えや記

述 の真 実性 を証 して きま した。 た とえば
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スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大 管長 は次

の よう に宣 言 して い ます。「この ジ ョセフ

ヘの完全 な る示 現 を除 い て は， いか な る

もの も幾 世 紀 に もわ た る霧 を取 り払 う こ
　

とはで きなか った。 感性 と隠 れ た る声 と

示 現 のみ が古 い幻 想 と誤解 を追 い払 う こ

とが で きた ので あ る。

これ らすべ て の世 界 の神 と，瞭 い主，

救 い主 な る神 の御 子 は人 の形 にて この少

年 を訪れ た も うた。 そ の少 年 は生 ける神

を，生 け るキ リス トを見 た。」(注16)

*ミ ル トン ・V・バ ックマ ン・ジュニ ア ：3
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1.記 事 は1832年 ，1835年 ，1838年 お よ び

1842年 に書 か れ た 。予 言 者 は1832年 の経 験 に

関 す る記 事 は出 版 せ ず に， 草 案 だ け を残 して

い る。1835年 の 記事 は カ ー トラ ン ドで の 日記

に記録 さ れて い るが， 予 言 者 は これ を既 刊 の

「教 会 歴 史 」 に は入 れ な か っ た
。1838年 の記

事 は， ジ ョセ フ ・ス ミス が1838年 の春 に着 手

して か ら1839年11月 以 前 に完 成 した もの で あ

る。 こ の歴 史 は当初1842年 の 「タイ ム ズ ・ア

ン ド ・シ ー ズ ン ズ」誌 に発 表 され，1880年 に

教 会 か ら聖 典 と して認 め られ た高価 な る真 珠

の1878年 度 版 に収 め られ て い る。 ウ エ ン トワ

ー スの書 簡 と して 知 られ て い る1842年 の記 事

は，予 言 者 が 準備 した最 後 の もの で あ る。 そ

れ は1838年 の 歴 史 記録 の連 載 が 始 まる少 し前

の1842年3月 に発 表 さ れ た。

2.ジ ョセ フ ・グ ラ ン ト ・ス テ ィー ブ ンソ
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ン著 「エ ドワ ー ド・ス テ ィー ブ ンソ ンの 生涯 」

(ブ リガム ・ヤ ング 大 学文 学修 士 課 程論 文 ，

pp.19-20，1955年)エ ドワー ド・ス テ ィー

ブ ン ソ ン 「予 言者 ジ ョセ フの 回想 と モル モ ン

経 の 出 現 」(ソ ル ト レー ク ・シテ ィ ー，1893

年 ，P.4)

3.『 オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トの経 歴 』 「ミレニ

アル ・スタ ー 」1865年2月11日 付 ，p.88

4。 この 「オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トに よ る」伝

道 用 パ ン フ レ ッ トの 出版 に関 して は， ジ ョセ

フ ・ス ミスの1840年12月 付 の 歴 史 記録 に， 「エ

ジ ンバ ラ にて9月 」と記 され て い る。 「教 会 歴

史」4：254参 照 。

5。 「説 教 集 」71220

6.ジ ョセ フ ・ス ミス の最 初 の示 現 に関 す

る記 事 は ミル トン ・V・ バ ック マ ン ・ジ ュニ ア

の 「ジ ョセ フ ・ス ミス の最 初 の 示現 」 の付 録

に発 表 され て い る。(ソ ル トレー ク ・シ テ ィ

ー
， ブ ック ク ラ フ ト社 ，1980年)

7。 ジ ョセ フ ・ス ミス は1832年 の 歴 史記 録

で， 貧 しさ故 に家族 を養 う ため にや む な くき

つ い労 働 に つ き， 自分 と兄 弟 や 姉妹 た ち は教

育 の恩 恵 に あ ずか れ な か っ た と書 いて い る。

さ ら に次 の よ う につ け加 え て い る。「私 は読 み

書 き と計 算 の基礎 的 な法 則 の み を教 え られ た

が ， これ が文 字 通 り私 の受 け た教 育 の す べ て

で あ る と言 え よ う。」(「 ジ ョセ フ ・ス ミスの私

的 書 簡 」 デ ィ ー ン ・C・ジ ェ シー， ソル トレー

ク ・シテ ィー， デ ゼ レ トブ ック社 ，1984年 ，

P.4)

8.「 ミレニ タ ル ・スタ ー 」1849年9月15日

付 ，pp.281-84;1849年10月15日 付 ，

pp，309-12

9.「 説 教 集 」7：220-21

10.ハ イ ドのパ ンフ レ ッ トに は， ほ か に翻

訳 と内容 の違 う もの が あ る。 この 版 の写 しは

教会 歴 史部 に あ る。

11.「 ニ ュー ヨー ク ・ス ペ ク テー ター」1843

年9月23日 付

12.ア レキ サ ンダ ー ・ネ イバ ー の 日記 ，1844

年5月24日 ，末 日聖 徒 教 会 歴 史 部

13.「3晩 の 公 開討 論 」(リ バ プ ー ル， ジ ョ

ン ・テ イラ ー，1850年)pp.23-24

14.「 説 教 集 」21：161

15.「 ミレニ ア ル ・ス タ ー」1880年11月15日

イ寸，pp.723-24

16.ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 「ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ンボ ー ル の教 え」 エ ドワ ー ド ・

L・ キ7ボ ー ル 編(ソ ル トレ ー ク ・シテ ィ ー，

ブ ック ク ラ フ ト社 ，1982年)pp.428-30
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